
最
低
賃
金
、
よ
り
早
く
千
円
へ

れ
を
進
め
て
き
た
国
の
政
策

に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　

柴
山
昌
彦
文
科
相
は
１
１

日
の
閣
議
後
会
見
で
「
大
量

の
所
在
不
明
者
や
不
法
残
留

者
を
生
ん
だ
大
学
の
責
任
は

極
め
て
大
き
い
」と
述
べ
た
。

東
京
福
祉
大
は
「
指
導
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
改
善
に
努

め
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

所
在
不
明
者
が
多
か
っ
た

東
京
福
祉
大
の
学
部
研
究

生
は
日
本
語
な
ど
を
学
び
、

２
０
１
５
年
度
の
３
９
人

が
、
１
６
年
度
に
１
２
０
１

人
と
急
増
し
、
１
８
年
度
は

２
６
５
６
人
。
１
６
年
度
か

ら
の
３
年
間
で
所
在
不
明
者

は
１
１
１
３
人
で
、
退
学

２
９
２
人
、
除
籍
も
１
６
２

人
い
た
。
正
規
課
程
な
ど
も

含
め
る
と
さ
ら
に
増
え
、
所

在
不
明
１
６
１
０
人
、
退
学

７
０
０
人
、
除
籍
１
７
８
人

だ
っ
た
。

　

文
科
省
と
入
管
庁
は
３

　
【
共
同
】
政
府
は
１
１
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
、
経
済
財
政
運
営
の
指
針
「
骨
太
方
針
」
の
案
を
示
し
た
。

働
い
て
一
定
の
収
入
が
あ
る
人
の
年
金
を
減
額
す
る
在
職
老
齢
年
金
制
度
は
「
将
来
的
な
廃
止
も
展
望
し
つ
つ
見

直
す
」
と
明
記
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
の
う
ち
困
難
な
状
況
に
あ
る
約
１
０
０
万
人
向
け
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛
り
込
み
、
こ
の
世
代
の
正
規
雇
用
者
を
３
年
間
で
３
０
万
人
増
や
す
目
標
を
掲
げ
た
。
企

業
が
支
払
う
最
低
賃
金
は
、
全
国
平
均
の
時
給
が
「
よ
り
早
期
に
千
円
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
引
き
上
げ
加

速
を
促
し
た
。
２
１
日
を
め
ど
に
閣
議
決
定
す
る
。

氷
河
期
世
代
３
０
万
人
雇
用
増

文
科
省
、
在
籍
管
理
新
制
度
も

在職老齢年金、将来廃止も不
明
者
多
数
の
東
京
福
祉
大

新
規
留
学
生
見
合
わ
せ
指
導

今
世
紀
後
半
に
「
脱
炭
素
」

政
府
、
温
暖
化
戦
略
決
定

規
申
請
を
認
め
な
い
。
私
学

助
成
金
の
減
額
や
不
交
付
も

検
討
す
る
。

　

文
科
省
と
入
管
庁
は
同
様

の
問
題
の
再
発
を
防
ぐ
た

め
、
留
学
生
の
在
籍
管
理
を

徹
底
さ
せ
る
新
た
な
制
度
の

導
入
も
発
表
。
在
籍
管
理
な

ど
が
著
し
く
不
適
切
な
大
学

を「
在
籍
管
理
非
適
正
大
学
」

と
し
、
留
学
生
受
け
入
れ
を

認
め
な
い
厳
し
い
措
置
と
な

り
、
留
学
生
３
０
万
人
計
画

を
掲
げ
て
積
極
的
な
受
け
入

　
【
共
同
】
文
部
科
学
省
は

１
１
日
、
千
人
以
上
の
留
学

生
が
所
在
不
明
に
な
っ
て
い

る
東
京
福
祉
大
（
本
部
・
東

京
都
豊
島
区
）
に
対
し
、
不

法
残
留
者
も
発
生
さ
せ
る
な

ど
「
責
任
は
重
大
」
と
し

て
、
新
規
の
受
け
入
れ
を
当

面
見
合
わ
せ
る
よ
う
指
導
し

た
と
明
ら
か
に
し
た
。
指
導

は
１
０
日
付
。
正
規
課
程
へ

の
準
備
段
階
の
「
学
部
研
究

生
」
が
対
象
で
、
出
入
国
在

留
管
理
庁
は
在
留
資
格
の
新

た
。
年
内
に
温
暖
化
対
策
計

画
を
見
直
し
、
実
現
の
た
め

の
具
体
策
を
盛
り
込
む
。

　

閣
議
に
先
立
ち
開
か
れ
た

温
暖
化
対
策
推
進
本
部
で
安

倍
晋
三
首
相
は
「
気
候
変

動
へ
の
対
応
は
経
済
に
と
っ

て
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
未
来

へ
の
成
長
戦
略
だ
。
環
境
と

成
長
の
好
循
環
を
つ
く
り
上

げ
、
世
界
の
環
境
政
策
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
（
枠
組
み
）
転
換

を
リ
ー
ド
す
る
」と
述
べ
た
。

　

２
０
２
０
年
に
本
格
始
動

す
る
温
暖
化
対
策
の
パ
リ
協

定
は
各
国
に
長
期
戦
略
策
定

を
求
め
て
い
る
。
先
進
７
カ

国
（
Ｇ
７
）
で
日
本
と
イ
タ

リ
ア
が
国
連
に
出
し
て
お
ら

ず
、
政
府
は
今
月
２
８
、２ 

９
日
に
大
阪
市
で
開
く
２
０

カ
国
・
地
域
首
脳
会
議
（
Ｇ

２
０
サ
ミ
ッ
ト
）
ま
で
に
提

出
す
る
。

　

戦
略
は
太
陽
光
や
風
力
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

主
力
電
源
と
位
置
付
け
、
大

量
導
入
に
向
け
発
電
効
率
の

改
善
や
送
電
網
の
増
強
を
図

性
暴
力
無
罪
、

納
得
で
き
な
い

全
国
で
抗
議
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ

Ｎ
Ｙ
ビ
ル
屋
上
に
ヘ
リ
衝
突

操
縦
士
死
亡
、
一
時
火
災
も

１０日、ヘリコプターが不時着したビルの近くで立ち入りを規制する
警官＝米ニューヨーク（共同）

　

１
０
月
の
消
費
税
増
税
方

針
を
維
持
し
た
上
で
、
就
労

促
進
に
よ
る
内
需
活
性
化
に

重
点
を
置
い
た
半
面
、
財
源

の
裏
付
け
や
実
効
性
に
は
不

安
を
残
す
。
安
倍
晋
三
首
相

は
「
氷
河
期
世
代
へ
の
対
応

は
国
の
将
来
に
関
わ
る
重
要

略
を
閣
議
決
定
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
や
技
術
革
新

に
力
点
を
置
く
一
方
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

が
多
く
、
批
判
が
強
い
石
炭

火
力
発
電
の
利
用
は
堅
持
し

〜
５
月
に
計
５
回
、
東
京

や
愛
知
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス

４
カ
所
で
立
ち
入
り
調
査
を

実
施
。
職
員
確
保
を
し
な
い

ま
ま
、
日
本
語
能
力
が
低
い

学
生
や
学
費
支
払
い
が
難
し

い
学
生
を
多
数
受
け
入
れ
て

い
た
ほ
か
、
授
業
に
出
な
い

学
生
ら
へ
の
指
導
も
不
十
分

だ
っ
た
実
態
を
把
握
し
た
。

学
内
で
受
け
入
れ
拡
大
を

決
め
た
経
緯
も
不
透
明
と
し

た
。

　

新
た
な
管
理
制
度
で
は
、

著
し
く
不
適
切
な
状
況
が
確

認
さ
れ
て
「
在
籍
管
理
非
適

正
大
学
」
に
認
定
さ
れ
た
場

合
、
入
学
を
希
望
す
る
留
学

生
へ
の
在
留
資
格
付
与
を
一

律
で
停
止
し
、
大
学
名
も
公

首
脳
会
談
拒
否
な
ら
関
税
発
動

米
大
統
領
、
対
中
第
４
弾

揺
れ
た
と
話
し
た
。
屋
上
付

近
か
ら
灰
色
の
煙
が
上
が
る

光
景
が
周
囲
か
ら
目
撃
さ

れ
、
ビ
ル
に
い
た
関
係
者
は

全
員
が
退
避
し
た
。

　

ヘ
リ
は
民
間
機
で
、
乗
っ

て
い
た
の
は
操
縦
士
だ
け

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
不
時

着
の
１
１
分
前
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
離
陸

し
て
い
た
。

　

現
場
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
就
任
前
に
住
ん
で
い
た

自
宅
に
近
い
た
め
、
特
別
な

許
可
が
な
け
れ
ば
飛
行
で
き

な
い
空
域
。
当
時
、
付
近
は

断
続
的
に
強
い
雨
が
降
り
、

濃
い
霧
も
出
て
い
た
。

　

現
場
は
緊
急
車
両
が
詰

め
掛
け
て
騒
然
と
な
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
一
帯

を
封
鎖
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

近
づ
か
な
い
よ
う
呼
び
掛
け

た
。

　

現
場
近
く
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ

Ｍ
Ａ
）
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー

の
劇
場
が
あ
り
、
観
光
客
も

多
い
地
域
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
０

日
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
中
国
の

習
近
平
国
家
主
席
が
今
月
下

旬
の
２
０
カ
国
・
地
域
首
脳

会
議
（
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
）
に
合
わ
せ
た
首
脳
会
談

を
拒
否
し
た
場
合
、
中
国
へ

の
制
裁
「
第
４
弾
」
と
な
る

追
加
関
税
を
直
ち
に
発
動
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
通
商
問
題

を
協
議
す
る
た
め
の
首
脳
会

談
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

習
氏
が
仮
に
Ｇ
２
０
を
欠
席

し
た
場
合
に
輸
入
品
３
千
億

ド
ル
（
約
３
３
兆
円
）
分
に

対
す
る
最
大
２
５
％
の
追
加

な
課
題
だ
。
実
行
こ
そ
が
大

事
だ
」
と
述
べ
、
体
制
整
備

を
指
示
し
た
。

　

在
職
老
齢
制
度
は
会
社
員

ら
が
入
る
厚
生
年
金
が
対
象

で
、６
０
〜
６
４
歳
は
賃
金
・

年
金
の
合
計
が
月
２
８
万

円
、
６
５
歳
以
上
は
４
７
万

円
を
上
回
る
と
受
給
額
が
減

る
。
骨
太
方
針
案
は
働
く
意

欲
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
法
案

提
出
を
含
め
必
要
な
措
置
を

取
る
と
し
た
。
た
だ
、
年
金

財
政
に
影
響
さ
せ
ず
に
廃
止

す
る
に
は
１
兆
円
ほ
ど
の
財

源
が
要
る
。

　

年
金
制
度
で
は
受
給
開
始

年
齢
の
７
０
歳
超
へ
の
繰
り

下
げ
も
選
択
可
能
と
す
る

よ
う
検
討
す
る
が
、
社
会
保

障
改
革
の
総
合
的
な
政
策
は

２
０
２
０
年
度
の
骨
太
方
針

で
ま
と
め
る
と
し
、
高
齢
化

に
伴
い
給
付
減
や
負
担
増
が

見
込
ま
れ
る
議
論
は
今
夏
の

政府が「骨太方針」案を示した経済財政諮問会議で発言する
安倍首相＝１１日午後、首相官邸（共同）

表
す
る
。
不
法
残
留
者
が
多

い
大
学
を
「
慎
重
審
査
対
象

校
」
と
し
て
在
留
資
格
審
査

を
厳
格
化
す
る
従
来
の
制
度

も
適
用
し
や
す
く
し
、
３
年

連
続
で
対
象
校
と
な
る
と

同
じ
く
停
止
措
置
な
ど
を
と

る
。
関
連
の
法
務
省
令
な
ど

を
早
急
に
改
正
す
る
。

　

学
部
や
大
学
院
の
研
究
生

と
は
別
に
、
日
本
語
や
日
本

の
文
化
、
教
養
を
学
ぶ
「
留

学
生
別
科
」
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
、
教
員

数
な
ど
質
を
確
保
す
る
新
基

準
を
策
定
す
る
。
東
京
福
祉

大
を
巡
っ
て
は
、系
列
の「
保

育
・
介
護
・
ビ
ジ
ネ
ス
名
古

屋
専
門
学
校
」
で
も
定
員
を

上
回
る
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
所
管
す
る
愛
知
県

が
実
地
調
査
し
た
。

る
と
し
た
。
発
電
所
か
ら
出

る
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
や
、
水
素

の
利
用
拡
大
も
盛
り
込
ん

だ
。
一
方
、
世
界
で
広
が
る

「
脱
石
炭
」
に
か
じ
を
切
ら

ず
、
発
展
途
上
国
に
石
炭
火

力
を
輸
出
す
る
余
地
を
残
し

た
。
原
発
の
活
用
も
明
示
し

た
。

　

環
境
団
体
は
「
戦
略
の
内

容
は
温
暖
化
対
策
に
逆
行
す

る
」
と
批
判
し
て
い
る
。

　

政
府
は
有
識
者
懇
談
会
の

提
言
を
踏
ま
え
戦
略
を
作

成
。
石
炭
火
力
を
巡
り
懇
談

会
の
座
長
案
は
「
長
期
的
な

全
廃
」
を
明
記
し
た
が
、
経

済
界
出
身
の
委
員
の
強
い
反

発
で
「
依
存
度
を
引
き
下
げ

る
」と
の
表
現
に
後
退
し
た
。

戦
略
で
も
活
用
方
針
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
一
般
か
ら
の

意
見
公
募
で
は
石
炭
火
力
に

批
判
的
な
内
容
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。

　
【
共
同
】
父
親
に
よ
る
実

の
娘
へ
の
性
的
虐
待
を
無
罪

と
し
た
名
古
屋
地
裁
岡
崎
支

部
の
判
決
な
ど
、
性
暴
力
に

関
す
る
無
罪
判
決
が
３
月
以

降
に
相
次
い
だ
こ
と
を
受

け
、
法
制
度
や
性
暴
力
に

無
理
解
な
社
会
に
抗
議
す
る

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
」
が
１
１

日
、
各
地
で
開
か
れ
た
。

　

呼
び
掛
け
人
に
よ
る
と
、

札
幌
、仙
台
、東
京
、名
古
屋
、

大
阪
、
神
戸
、
山
口
、
福
岡
、

鹿
児
島
の
９
カ
所
で
開
催
。

参
加
者
は
手
に
花
を
持
っ
た

り
、「
＃
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ
ｕ
」

な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
た
り
し
て
、
被
害

　
【
共
同
】
政
府
は
１
１
日
、

今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ
け

早
期
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
脱
炭
素

社
会
」
を
実
現
す
る
と
し
た

地
球
温
暖
化
対
策
の
長
期
戦

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
繁
華
街
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
近
い
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
屋
上
に
１
０

日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
不
時

着
し
た
。
ヘ
リ
は
屋
上
に
強

く
衝
突
し
て
火
災
が
発
生

し
、
１
人
が
死
亡
し
た
。
米

メ
デ
ィ
ア
は
操
縦
士
だ
と
確

認
さ
れ
た
と
報
じ
た
。
火
は

間
も
な
く
消
し
止
め
ら
れ

た
。

　

ビ
ル
は
５
４
階
建
て
。
ビ

ル
内
や
付
近
の
路
上
で
負
傷

者
は
い
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長

は
「
現
時
点
で
テ
ロ
の
兆
候

は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

衝
突
時
に
ビ
ル
内
に
い
た

人
は
地
元
テ
レ
ビ「
Ｎ
Ｙ
１
」

に
、
内
部
は
衝
撃
で
大
き
く

関
税
を
す
ぐ
に
課
す
か
ど
う

か
を
問
わ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
「
そ
う
な
る
だ
ろ
う
」
と

答
え
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
０
日
、

追
加
関
税
の
税
率
を
「
２
５ 

％
よ
り
高
く
す
る
こ
と
も
で

き
る
」
と
記
者
団
に
述
べ
、

中
国
側
に
譲
歩
を
促
し
た
。

　

中
国
外
務
省
の
耿
爽
副
報

道
局
長
は
１
０
日
の
記
者
会

見
で
、
首
脳
会
談
に
つ
い
て

「
具
体
的
な
状
況
が
あ
れ
ば

適
宜
公
表
す
る
」
と
述
べ
る

に
と
ど
め
、明
言
を
避
け
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ

テ
レ
ビ
で
、
中
国
の
通
信
機

器
大
手
、華
為
技
術（
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
）
に
対
す
る
禁
輸
措

置
を
巡
り
「
貿
易
交
渉
の
一

部
と
し
て
何
か
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
述
べ
、
取
引

材
料
に
す
る
考
え
を
改
め
て

示
し
た
。

　

ま
た
、「
中
国
は
人
民
元

を
切
り
下
げ
、
競
争
上
と
て

も
優
位
だ
」
と
し
た
上
で
、

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
金
融
政
策
に

関
し
て
「
わ
れ
わ
れ
に
は
利

下
げ
し
な
い
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
い
て

優
位
で
な
い
。
と
て
も
破
壊

的
だ
」
と
批
判
し
た
。

参
院
選
後
に
持
ち
越
し
た
。

　

就
職
氷
河
期
世
代
は

１
９
９
３
〜
０
４
年
ご
ろ
に

学
校
を
卒
業
し
た
人
。
正
社

員
で
働
く
希
望
が
か
な
わ
な

い
フ
リ
ー
タ
ー
ら
の
５
０
万

人
や
、
長
期
無
業
・
引
き
こ

も
り
の
４
０
万
人
な
ど
を
集

中
的
に
支
え
る
。
こ
の
世
代

は
過
去
５
年
間
に
年
５
万
人

ず
つ
正
規
雇
用
が
拡
大
し
て

お
り
、
ペ
ー
ス
を
年
１
０
万

人
に
倍
増
さ
せ
る
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
専
門
窓
口
を
設
け

る
ほ
か
、
民
間
に
も
事
業
を

委
託
し
て
成
果
に
応
じ
て
報

酬
を
払
う
。

　

米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の
海

外
発
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す

れ
ば
「
機
動
的
な
マ
ク
ロ

経
済
政
策
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
な

く
実
行
す
る
」
と
追
加
経
済

対
策
に
動
く
姿
勢
を
表
明
。

７
０
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確

保
を
柱
と
し
た
成
長
戦
略

や
、
地
方
創
生
に
関
す
る
新

た
な
基
本
方
針
も
反
映
さ
せ

た
。

者
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
表

現
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
福

岡
市
の
繁
華
街
近
く
の
公

園
で
は
約
１
０
０
人
が
参

加
。
呼
び
掛
け
人
の
一
人
で

作
家
の
北
原
み
の
り
さ
ん
は

「『
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
』
と

い
う
声
が
、
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
る
。
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
た
ち
と
と
も
に

声
を
上
げ
ら
れ
る
空
間
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

　

１
５
年
前
に
セ
ク
ハ
ラ
被

害
に
遭
い
、
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）

の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
た
と
い

う
女
性
は
「
適
切
な
支
援
が

あ
れ
ば
必
ず
回
復
す
る
。
痛

み
を
力
に
変
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
ろ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。
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司
法
と
議
会
の
反
応
冷
た
く

　

入
院
患
者
１
人
あ
た
り
の

費
用
は
、
１
日
約
２
３
０
レ

ア
ル
で
、
１
７
年
５
月
２
６

日
か
ら
１
９
年
５
月
２
８
日

ま
で
に
か
か
っ
た
費
用
総
額

は
３
５
０
０
万
レ
に
上
る
。

こ
れ
ら
は
全
て
、
市
の
負
担

（
＝
税
金
）
だ
。

　

入
院
後
、
退
院
許
可
が

出
る
ま
で
留
ま
り
、
そ
の
後

は
回
診
や
投
薬
で
治
療
す
る

こ
と
に
な
っ
た
患
者
３
６
０

人
（
入
院
治
療
者
の
３
％
相

当
）
の
、
そ
の
後
の
経
過
を

示
す
デ
ー
タ
は
不
足
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、「
い
つ
か
ら

い
つ
ま
で
に
、
い
く
ら
公
費

を
使
い
、
何
人
が
社
会
復
帰

で
き
た
」
と
い
う
、
政
策
の

有
効
性
を
客
観
的
に
示
す
情

報
が
な
い
。

　

同
政
策
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ゲ
ー

ラ
氏
は
、「
聖
州
調
査
研
究

支
援
機
関（
Ｆ
ａ
ｐ
ｅ
ｓ
ｐ
）

と
共
同
で
、
治
療
政
策
を
受

け
た
患
者
の
回
復
経
過
を
評

価
す
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
」
と
語
る
に
止
ま
っ

　
【
既
報
関
連
】
９
日
付
の
サ
イ
ト
「
ジ
・
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
」
と
「
ジ
・
イ
ン
タ
ー

セ
プ
ト・ブ
ラ
ジ
ル
」
に
よ
る
暴
露
報
道
を
受
け
、セ
ル
ジ
オ・モ
ロ
法
相
と
ラ
ヴ
ァ・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
を
指
揮
す
る
連
邦
検
察
庁
の
デ
ウ
タ
ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル

捜
査
員
は
、
自
分
た
ち
は
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
主
張
し
、
違
憲
と
さ

れ
る
「
判
事
と
検
察
の
協
力
」
を
否
定
し
た
。
だ
が
、
こ
の
報
道
後
の
反
応
は
厳

し
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
が
両
氏
の
解
任
を
求
め
る
な
ど
の
動
き

も
出
た
。
１
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

た
め
の
確
固
た
る
証
拠
は
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
は
イ
ン

タ
ー
セ
プ
ト
か
ら
、
ル
ー
ラ

氏
の
聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の

高
級
三
層
住
宅
を
介
し
た
収

賄
容
疑
な
ど
に
関
し
、「
確

た
る
証
拠
が
な
く
、
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
と
の
関
連
性
も
見
え

な
い
の
で
は
裁
判
と
し
て
は

弱
い
と
思
う
」
と
書
き
記
し

て
い
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

だ
が
、
司
法
界
、
議
会
の

今
回
の
報
道
に
関
す
る
反
応

は
厳
し
か
っ
た
。
Ｏ
Ａ
Ｂ
で

は
１
０
日
に
こ
の
件
が
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
、
モ
ロ

氏
と
デ
ウ
タ
ン
氏
の
職
務
解

任
を
勧
め
る
結
論
に
達
し
た

と
発
表
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
最
高
裁
で
も
１
１

日
、
第
２
小
法
廷
が
、
４
月

に
中
断
し
た
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
へ
の
人
身
保
護
令
適
用

の
訴
え
を
受
け
付
け
る
か
否

か
の
審
議
を
今
月
２
５
日
に

行
う
こ
と
を
決
め
た
。
ル
ー

ラ
氏
の
弁
護
人
は
１
０
日
、

モ
ロ
氏
が
連
邦
地
裁
判
事
時

代
に
出
し
た
判
決
を
無
効
化

　

９
日
以
降
、
伯
国
で
は
イ

ン
タ
ー
セ
プ
ト
の
報
道
へ
の

注
目
度
が
高
く
、
国
内
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
も
こ
の
話
題
で
持

ち
き
り
だ
。
９
〜
１
０
日

に
は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
に
批
判
的
な
「
ヴ
ァ
ザ

ジ
ャ
ッ
ト
（vazajato

）」

と
好
意
的
な
「
エ
ウ
・
ア
ポ

す
る
よ
う
に
も
要
請
し
た
。

　

連
邦
議
会
で
は
、
Ｌ
Ｊ
作

戦
に
対
す
る
議
会
調
査
委
員

会
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
開
設
を
求
め

る
声
が
上
が
り
は
じ
め
た
。

野
党
側
は
「
モ
ロ
法
相
の
件

が
片
付
く
ま
で
一
切
の
審
議

は
止
め
る
」
と
言
い
は
じ
め

た
。
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済

相
も
「
社
会
保
障
制
度
改
革

の
審
議
を
止
め
る
た
め
の
暴

露
」
と
し
、
審
議
の
遅
れ
を

覚
悟
す
る
発
言
を
行
っ
た
。

　

連
邦
政
府
で
は
、
モ
ウ
ロ

ン
副
大
統
領
が
モ
ロ
氏
を
か

ば
う
発
言
を
行
っ
た
が
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
０
日

は
終
始
無
言
で
通
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
の
件
に
大
統
領
が

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
連
邦
政
府
の
戦
略

「
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
犠
牲
者
」と
主
張

た
。

　

市
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
、
社
会
復
帰
を
果
た
し

た
後
、
州
内
陸
部
で
家
族
と

暮
ら
す
ダ
ニ
ー
ロ
・
ダ
・
シ

ル
ヴ
ァ
さ
ん
（
３
２
・
じ
ゅ

う
た
ん
製
造
業
）
は
、
聖
市

セ
ン
ト
ロ
の
薬
物
汚
染
地
帯

物
依
存
症
治
療
政
策
だ
。

　

入
院
期
間
は
２
〜
７
日

が
全
体
の
４
６
・
２
％
と
最

も
多
く
、
８
〜
１
５
日
の

１
６
・
２
％
が
続
く
。
２
２

〜
３
０
日
と
３
１
日
以
上

は
合
わ
せ
て
２
３
・
２
％
だ
。

０
〜
１
日
と
い
う
人
も
５
・

７
％
い
た
。

　

退
院
許
可
が
出
る
前
に
病

院
か
ら
出
て
行
っ
た
が
、
再

び
病
院
に
舞
い
戻
っ
て
き
た

人
も
５
４
％
い
た
。　

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
が

聖
市
保
健
局
の
デ
ー
タ
を
ま

と
め
た
と
こ
ろ
、
こ
の
２
年

間
で
聖
市
が
用
意
し
た
薬
物

依
存
症
か
ら
抜
け
出
す
た
め

の
入
院
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
た
人
の
５
６
％
は
、
途

中
で
治
療
を
や
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
１
１
日
付

Ｆ
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
現
聖
州
知
事
（
民
主
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
時
代
に

始
ま
り
、
後
任
の
ブ
ル
ー
ノ
・

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
に
も
引
き
継
が
れ
た
薬

２
年
で
税
金
３
５
０
０
万
レ
投
入

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
が
集
団
休
暇
へ

効
果
検
証
の
体
制
も
ず
さ
ん

（
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア
）
に
数
カ

月
住
み
着
き
、
薬
物
密
売
に

も
手
を
染
め
て
い
た
が
、
市

の
職
員
と
出
会
い
、
治
療
を

受
け
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

入
院
期
間
は
３
３
日
に
及

ん
だ
。
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ
さ
ん

は
３
カ
月
後
の
現
在
も
医
者

の
経
過
観
察
を
受
け
て
お
り
、

薬
物
の
せ
い
で
破
綻
し
て
い
た

結
婚
生
活
に
も
戻
れ
た
。「
毎

日
が
（
薬
物
の
誘
惑
と
の
）

闘
い
」
と
語
る
。

　
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
は
、
ク
ラ

コ
ラ
ン
ジ
ア
を
徘
徊
す
る
依

存
者
を
中
心
に
、
入
院
さ
せ

る
患
者
の
数
を
増
や
そ
う
と

し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
下
の
対

薬
物
汚
染
政
策
も
、
既
に
薬

物
中
毒
に
な
っ
て
い
る
患
者
の

身
体
的
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ

と
よ
り
も
、
中
毒
者
を
薬
物

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
優
先

事
項
と
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
で
は
、

当
時
Ｌ
Ｊ
の
担
当
判
事
だ
っ

た
モ
ロ
氏
が
、「
Ｌ
Ｊ
の
作
戦

を
行
う
順
番
を
変
え
さ
せ
た
」

こ
と
や
、「
最
近
作
戦
を
実

施
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

な
ど
と
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を

無
視
し
て
連
邦
検
察
を
煽
る

言
動
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
い
た
。

　
一
方
、
ダ
ラ
グ
ノ
ル
捜
査

員
も
同
日
、
ビ
デ
オ
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
う
形
で
９
日
の

報
道
の
件
に
触
れ
、「
重
大

な
る
攻
撃
だ
」「
こ
う
い
う
犯

罪
行
為
が
事
実
を
歪
曲
し
て

し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、同
捜
査
員
は
「
ル
ー

ラ
氏
の
裁
判
を
政
治
的
に

偏
っ
た
判
断
で
行
っ
た
と
言
わ

れ
た
が
、
有
罪
と
判
断
す
る

聖市セントロ周辺の、クラコランジアの様子
（Milton Jung / fl ickr）

モロ法相
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ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
は
無
言
を
貫
く

だ
と
い
う
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
１
１
日
朝
、
モ
ロ
法
相

と
会
い
、
海
軍
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
た
が
、
同
件
に

関
し
て
は
、
そ
の
後
も
何
も

語
っ
て
い
な
い
。

イ
オ
・
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

(EuA
poioLavaJato)

」

の
２
種
類
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
が
出
回
っ
た
が
、
９
〜

１
０
日
の
統
計
で
は
前
者
が

１
５
万
５
５
０
０
個
で
、
後

者
の
４
万
２
５
０
０
個
を
圧

倒
。
前
者
は
左
派
、
後
者

は
右
派
の
支
持
者
が
大
半
だ

が
、
中
道
の
人
は
前
者
に
１

万
２
４
０
０
個
、
後
者
に
は

９
５
３
個
で
、意
外
な
ま
で
に

「
ヴ
ァ
ザ
ジ
ャ
ッ
ト
」
に
流
れ

た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
モ
ロ

氏
や
ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
に
と
り
、

今
回
の
情
報
漏
え
い
が
い
か

に
痛
か
っ
た
か
が
伺
え
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

先
月
末
か
ら
の
ネ
イ
マ
ー

ル
の
強
姦
疑
惑
騒
動
で
、
訴

え
て
い
る
ナ
ジ
ー
ラ
・
ト
リ

ン
ダ
ー
デ
さ
ん
の
弁
護
を
務

め
て
い
た
ダ
ニ
ー
ロ
・
ガ
ル

シ
ア
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ

さ
ん
が
１
０
日
、
弁
護
を
担

当
す
る
の
を
や
め
る
と
発
表

し
た
。
理
由
は
、
同
氏
が

提
出
を
求
め
て
い
た
証
拠
を

ナ
ジ
ー
ラ
さ
ん
が
提
出
し
な

か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。
同

弁
護
士
は
、
７
日
に
聖
市
の

女
性
警
察
署
で
供
述
の
後
に

倒
れ
た
ナ
ジ
ー
ラ
さ
ん
を
抱

き
か
か
え
て
運
ん
だ
姿
で
有

名
に
な
っ
て
い
た
。
彼
女
の
弁

護
を
降
り
た
弁
護
士
は
こ
れ

で
３
人
目
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

社
会
保
障
制
度
改
革
へ
の

反
対
を
目
的
と
し
た
ゼ
ネ
ス

ト
が
、
明
後
日
１
４
日
に
行

わ
れ
る
と
の
噂
が
あ
る
。
伯

字
紙
に
よ
る
と
、
聖
市
内
で

は
現
時
点
で
、
バ
ス
、
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｍ
、
地
下
鉄
も
参
加
す
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。
地
下
鉄

は
、
民
営
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
通
常
な
ら
ス
ト
に
は
参

加
し
て
こ
な
か
っ
た
４
号
線

や
５
号
線
も
、
今
回
は
加
わ

る
可
能
性
が
あ
る
と
か
。
さ

て
、
ど
う
な
る
。

　

連
邦
政
府
が
、
社
会
統

合
基
金
／
公
務
員
財
形
計
画
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）

の
休
眠
口
座
の
資
金
を
国
庫

庁
の
口
座
に
入
れ
る
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
経
済
省
は

そ
の
た
め
の
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）

を
準
備
中
と
、
１
１
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
は

一
般
企
業
の
社
員
や
公
務
員

の
給
与
と
は
別
に
、
雇
用
主

が
積
み
立
て
た
資
金
で
、
各

公
的
銀
行
が
管
理
し
て
い
る
。

権
利
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り

し
た
資
金
の
総
額
は
２
０
０

〜
２
２
０
億
レ
と
さ
れ
て
い

る
。
政
府
の
意
図
は
そ
れ
ら

を
国
庫
に
入
れ
て
統
括
す
る

こ
と
だ
。

　

連
邦
政
府
に
は
、
今
年

の
基
礎
的
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

「
１
３
９
０
億
レ
以
内
の
赤

字
に
収
め
る
」
と
い
う
大
命

題
が
あ
る
。
し
か
し
、
経
済

の
停
滞
に
伴
う
税
収
不
足
に

よ
っ
て
、
予
算
を
凍
結
し
た

り
、
特
定
の
予
算
を
「
税
収

が
足
り
な
か
っ
た
場
合
は
執

行
延
期
の
対
象
と
す
る
」
と

指
定
し
た
り
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
ス
タ
ッ
フ
は
使
わ
れ
て

い
な
い
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｐ
資
金
を
国
庫
庁
扱
い
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
凍
結
予
算

を
開
放
し
た
り
、
多
く
の
分

野
を
予
算
執
行
延
期
対
象
か

ら
外
し
た
り
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　

政
府
は
資
金
の
国
庫
庁

行
き
が
行
わ
れ
る
前
に
、
期

間
を
お
い
て
、
権
利
を
有
す

る
人
に
早
め
の
引
き
落
と
し

を
呼
び
か
け
る
意
向
だ
。
だ

が
、
引
き
落
と
さ
れ
る
の
は
、

２
２
０
億
レ
の
ご
く
一
部
で
、

２
０
億
レ
程
度
し
か
引
き
出

さ
れ
な
い
と
予
想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
億
レ
が
権
利

を
有
す
る
人
た
ち
に
引
き
落

と
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
お

金
が
経
済
活
性
化
に
繋
が
る

と
の
期
待
も
、
経
済
省
の
ス

タ
ッ
フ
は
抱
い
て
い
る
。

　

食
肉
大
手
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

が
１
１
日
、
聖
州
バ
レ
ッ
ト

ス
の
加
工
工
場
の
職
員
７
０

０
人
に
、
１
７
〜
３
０
日
の

２
週
間
の
集
団
休
暇
を
与
え

る
と
発
表
し
た
と
１
１
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

集
団
休
暇
の
理
由
は
、
表

向
き
は
施
設
の
保
守
作
業
の

た
め
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
、
伯
国
政
府
が
中
国

へ
の
牛
肉
輸
出
を
一
時
的
に

停
止
し
た
事
の
影
響
が
あ
る

よ
う
だ
。

　

中
国
へ
の
牛
肉
輸
出
の
一

時
停
止
は
、
農
務
省
が
３
日

に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
５

月
３
１
日
に
、
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
州
で
屠
殺
さ
れ
た
牛

が
牛
海
綿
状
脳
症
（
狂
牛

病
）
に
罹
っ
て
い
た
事
が
判

明
し
た
事
を
受
け
、
中
国
と

の
協
約
に
沿
っ
て
採
ら
れ
た

措
置
だ
。
同
国
と
の
間
で

は
、
２
０
１
５
年
に
、
何
ら

か
の
病
気
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
原
因
そ
の
他
が
解
明

さ
れ
る
ま
で
は
一
時
的
に
取

引
を
停
止
す
る
と
の
協
約
が

結
ば
れ
て
い
る
。

　

農
務
省
に
よ
る
と
、
今
回

の
狂
牛
病
は
通
常
と
は
異
な

る
タ
イ
プ
の
単
発
型
で
、
国

内
市
場
に
は
衛
生
上
の
問
題

は
な
い
と
い
う
。
だ
が
、
一

方
で
、「
協
約
適
用
は
自
動

的
で
、
伯
国
の
食
肉
市
場
の

監
査
は
適
正
か
つ
厳
格
に
行

わ
れ
て
い
る
事
を
示
す
措
置

だ
」
と
も
し
て
い
る
。

　

中
国
は
伯
国
産
牛
肉
の
主

要
市
場
の
一
つ
で
、
１
８
年

の
輸
出
量
は
香
港
に
次
ぐ

３
２
万
２
４
０
０
ト
ン
、
金

額
で
は
１
４
億
９
千
万
ド
ル

で
ト
ッ
プ
を
占
め
た
。
今
年

１
〜
４
月
の
同
国
向
け
輸

出
量
は
９
万
５
７
０
０
ト

ン
で
、
牛
肉
の
輸
出
総
量
の

１
７
・
８
％
を
占
め
た
。
１

〜
４
月
の
中
国
向
け
輸
出
額

は
４
億
４
２
４
０
万
ド
ル
に

上
り
、
５
月
の
輸
出
も
順
調

に
伸
び
て
い
た
が
、
狂
牛
病

発
見
で
水
が
差
さ
れ
た
。

　

他
方
、
１
０
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る

と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

米
国
訪
問
時
に
約
束
さ
れ
た

米
国
か
ら
の
牛
肉
市
場
視
察

団
が
来
伯
し
、
同
日
か
ら
活

動
を
始
め
た
と
い
う
。

　

１
０
日
は
農
務
省
関
係
者

と
の
会
合
を
持
ち
、
１
１
〜

２
８
日
は
６
州
の
屠
殺
場
や

検
査
場
、
監
査
の
実
態
を
視

察
す
る
。
屠
殺
場
視
察
は
、

聖
州
、
ミ
ナ
ス
州
、
ゴ
イ
ア

ス
州
、
南
大
河
州
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
州
、
南
麻
州
で

行
わ
れ
、
聖
州
と
ミ
ナ
ス
州

で
は
、
農
務
省
管
轄
の
検
査

場
や
分
析
セ
ン
タ
ー
も
訪
問

す
る
。
聖
州
、
南
大
河
州
、

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
、
ゴ

イ
ア
ス
州
で
は
生
産
者
の
監

査
の
様
子
も
視
察
す
る
。

　

米
国
へ
の
牛
肉
（
生
肉
）

輸
出
は
、
２
０
１
７
年
に
起

き
た
口
蹄
疫
へ
の
予
防
接
種

に
よ
っ
て
起
き
た
過
剰
反
応

が
原
因
で
中
断
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
市
長
は
１
０
日
、
市
中

央
部（
セ
ン
ト
ロ
）ヴ
ァ
ー
レ・

ド
・
ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
の
改

修
工
事
を
再
開
す
る
と
発
表

し
た
。
１
１
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア
ニ
ャ
ン

ガ
バ
ウ
ー
は
セ
ン
ト
ロ
の
名

所
の
一
つ
で
、
１
９
世
紀
か

ら
歴
史
が
あ
り
、「
ヴ
ィ
ラ
ー

ダ
・
ク
ウ
ツ
ラ
ル
」
の
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

同
地
の
改
修
工
事
は
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
が
聖

市
市
長
だ
っ
た
２
０
１
３
年

に
は
じ
ま
り
、
２
０
１
６
年

に
は
完
成
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
完
成
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
市
長
の
時
代
は
工
事
が

中
断
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
が
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
が

こ
の
ほ
ど
、
工
事
の
再
開
を

決
め
た
。
同
市
長
は
８
千
万

レ
ア
ル
を
費
や
し
、
電
線
や

電
話
線
の
地
中
設
置
や
段
差

を
消
す
作
業
、
噴
水
増
設

な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
新
た

に
１
２
５
本
の
木
を
植
え
、

３
５
０
個
以
上
の
照
明
を
導

入
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

市
の
予
定
だ
と
、
工
事
の

一
部
は
、
ヴ
ィ
ラ
ー
ダ
の
開

催
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
完

成
さ
せ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
民
営
化
さ
せ
た
い
意

向
だ
と
い
う
。

　

ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア
ニ
ャ

ン
ガ
バ
ウ
ー
改
修
は
、
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長
が
計
画
し
て
い

る
３
４
の
セ
ン
ト
ロ
再
開
発

事
業
の
一
つ
だ
。
コ
ー
ヴ
ァ
ス

氏
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
一

部
を
、
再
選
を
目
指
す
市
長

選
の
あ
る
２
０
２
０
年
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
意
向
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

６月11日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8503  R$
買　3.8496  R$

円相場
売　0.0355  R$
買　0.0355  R$

モロとダラグノルが反論
　

モ
ロ
法
相
は
１
０
日
、
マ

ナ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
で
暴
露
報
道
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
、「
判
事
が
捜
査
員

や
政
治
家
と
話
す
な
ど
、
普

通
の
こ
と
で
は
な
い
か
」
と

語
り
、「
私
の
一
存
で
検
察
を

動
か
し
て
い
た
な
ど
と
い
う

こ
と
は
な
い
」
と
報
道
を
否

定
し
た
。

休
眠
口
座
資
金
国
庫
に
移
動
へ

赤
字
限
度
額
遵
守
の
助
け
に

中
国
へ
の
牛
肉
輸
出
停
止
受
け

インター
セプト

聖市薬物対策

入
院
者
の
半
数
以
上
、治
療
放
棄

（２）２０１９年 第５２６１号 ６月 １２日 （水曜日）

PIS/PASEP

Ｖ
Ｄ
Ａ
の
改
修
工
事
を
再
開

セ
ン
ト
ロ
再
開
発
の
一
環
で

聖 市

食肉大手



今
年
は
１
ラ
ン
ク
だ
け
上
が
る
も

　

ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、

２
０
１
６
年
に
は
こ
の
よ
う

な
窃
盗
事
件
は
７
２
件
だ
っ

た
。
だ
が
、
２
０
１
８
年
に

は
２
６
１
件
に
３
倍
以
上
に

増
加
。
こ
の
う
ち
１
６
１
件

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
６
９
件

が
リ
オ
州
だ
っ
た
。

　

違
法
に
燃
料
を
裁
く
ル
ー

ト
を
開
拓
し
た
犯
罪
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
、
燃
料
の
窃
盗

は
、
と
り
わ
け
、
燃
料
の
価

格
が
高
値
で
景
気
が
低
迷
し

て
い
る
状
況
下
で
「
儲
か
る

ビ
ジ
ネ
ス
」
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

窃
盗
事
件
の
大
半
で
、
犯

罪
グ
ル
ー
プ
が
標
的
に
し
て

い
る
の
が
原
油
（
４
０
％
）

だ
が
、
ガ
ソ
リ
ン
や
デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
と
い
っ
た
燃
料
、
さ

ら
に
は
自
動
車
用
燃
料
に
混

ぜ
込
む
た
め
の
軽
質
ナ
フ
サ

も
標
的
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
の
グ
ァ
ル
ー
リ
ョ

ス
国
際
空
港
で
顕
在
化
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
パ
イ
プ
ラ

　

ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
本
部
を
置
く
国
際
経
営
開
発
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
が

計
測
す
る
国
際
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
２
０
１
９
年
に
６
３
カ
国

中
５
９
位
に
と
ど
ま
っ
た
。

ス
ト
、
ジ
ョ
ゼ
・
カ
バ
レ
ー

ロ
氏
は
、「
米
中
貿
易
戦
争

や
イ
ギ
リ
ス
の
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
脱
退
、
ア
メ
リ
カ

と
イ
ラ
ン
の
戦
争
リ
ス
ク
の

よ
う
に
、
今
後
の
展
望
の
立

た
な
い
様
々
な
事
態
が
次
々

と
発
生
し
て
お
り
、
多
く
の

国
が
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
対
す
る
魅

力
を
失
っ
て
い
る
。
だ
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
は
こ
う
し
た
状
況

に
あ
っ
て
大
き
な
金
額
の
Ｆ

Ｄ
Ｉ
を
呼
び
込
み
続
け
て
お

り
、
こ
れ
が
ラ
ン
キ
ン
グ
に

も
影
響
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　

全
体
と
し
て
み
る
と
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
経
済
指
標
の
多
く

が
改
善
し
た
。
だ
が
、
国
外

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
競
争
力
に

対
す
る
指
標
を
見
る
と
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
行
政
の
効
率
と

い
う
指
標
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
は

６
２
位
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
以

外
の
す
べ
て
の
国
に
負
け
て

い
る
。
同
様
に
ま
た
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
財
政
に
対
す
る
信
頼

は
、
政
府
の
効
率
に
依
存
し

て
い
る
。
こ
の
分
野
の
す
べ

こ
こ
数
年
ず
っ
と
最
下
位
争
い

に
、
金
銭
的
な
損
失
だ
け
で

な
く
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
は
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
燃
料
を

抜
き
出
す
際
に
、
近
隣
地
域

に
燃
料
が
漏
出
す
る
こ
と
も

懸
念
し
て
い
る
。

付
け
ら
れ
た
、
情
報
の
収
集

分
析
と
保
安
に
関
す
る
計
画

で
、
財
務
上
の
損
失
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
メ
キ
シ
コ
で

発
生
し
て
い
る
よ
う
な
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
の
盗
難
が

殺
人
事
件
に
発
展
す
る
よ
う

な
状
況
を
回
避
し
、
社
会
不

安
を
抑
制
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ

の
場
合
、
メ
キ
シ
コ
石
油
公

社
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
も
盗
難

に
よ
り
、
年
間
１
５
億
ド
ル

の
損
害
を
被
っ
て
い
る
。

　

過
去
３
年
で
３
倍
に
増
加

し
た
燃
料
の
盗
難
事
件
に
対

す
る
懸
念
か
ら
、
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
は
、
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の

対
策
計
画
を
立
ち
上
げ
る
。

ま
た
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
は
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
近
隣
の
地
域

で
、
燃
料
が
漏
洩
す
る
こ
と

も
懸
念
し
て
い
る
。

　

石
油
と
石
油
派
生
品
を
輸

送
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら

製
品
を
盗
み
出
す
犯
罪
グ

ル
ー
プ
へ
の
対
策
は
、「
プ

ロ
・
ド
ゥ
ッ
ト
ス
」
と
名

狙
わ
れ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

出
な
ど
の
統
計
か
ら
、
社
会

の
団
結
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
汚
職
と
い
っ
た
問

題
に
対
す
る
企
業
経
営
者
の

意
見
、
と
い
っ
た
も
の
ま
で

含
ま
れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
２
０
１
０
年

に
３
８
位
ま
で
上
昇
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
２
０
１
７
年

に
は
６
１
位
ま
で
下
落
し
、

そ
れ
以
降
、
回
復
が
見
ら
れ

な
い
。
２
０
１
９
年
の
５
９

位
は
、
外
国
直
接
投
資
（
Ｆ

Ｄ
Ｉ
）
に
対
す
る
魅
力
と
い

う
観
点
か
ら
、
わ
ず
か
な
が

ら
改
善
し
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｄ
世
界
競
争
力
セ
ン

タ
ー
の
シ
ニ
ア
・
エ
コ
ノ
ミ

ペトロブラスのパイプライン

ジ
ョ
ゼ
・
カ
バ
レ
ー
ロ
氏

行
政
の
効
率
な
ど
で
問
題

商
用
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
工
場
を

同
国
に
保
有
し
て
お
り
、
こ

れ
が
米
ボ
ー
イ
ン
グ
に
引
き

継
が
れ
る
た
め
だ
。

　

こ
の
工
場
は
ボ
ー
イ
ン

グ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
メ
ル
シ

ア
ル
と
改
称
さ
れ
、
現
在
、

中
国
の
独
禁
当
局
か
ら
ボ
ー

イ
ン
グ
に
よ
る
買
収
の
審
査

を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
２
モ

デ
ル
に
対
し
て
、
中
国
当
局

か
ら
、
中
国
国
内
で
中
国

の
航
空
会
社
に
販
売
す
る
た

め
の
型
式
認
証
の
審
査
中
と

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

バ
ロ
ン
・
デ
・
コ
カ
イ
ス
の

ゴ
ン
ゴ
・
ソ
ッ
コ
鉱
山
で
、

５
月
３
１
日
、
北
部
の
壁
面

が
剥
落
し
た
。
鉱
山
を
管
理

す
る
バ
ー
レ
が
明
ら
か
に
し

た
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

防
災
局
に
よ
る
と
、
２
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
３
０
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
剥
落
し
て
お

り
、
鉱
山
全
体
の
規
模
に
対

し
て
１
％
未
満
に
相
当
す
る

と
い
う
。

　

鉱
山
の
穴
は
、
深
さ
１
９ 

２
メ
ー
ト
ル
、
幅
５
０
０

メ
ー
ト
ル
。
剥
落
し
た
壁
は

粉
々
に
な
り
、
す
り
鉢
状
の

鉱
山
の
中
心
に
落
下
し
た
。

　

こ
の
崩
落
に
よ
り
、
む
し

ろ
地
面
の
ス
ト
レ
ス
が
減

り
、
鉱
山
の
構
造
は
安
定
し

た
模
様
だ
。

　
　
　
　
　
（
１
日
付
掲
載
）

　

前
年
の
６
０
位
か
ら
１
ラ

ン
ク
上
昇
は
し
た
も
の
の
、

最
下
位
争
い
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
脱
出
で
き
ず
に
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
を
下
回
る
競
争
力

だ
っ
た
国
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア

と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
だ
け
だ
っ

た
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

６
３
カ
国
を
２
３
５
項
目
で

評
価
す
る
も
の
で
、
そ
の

ペトロブラス

燃
料
の
盗
難
が
急
増
す
る
事
態

　

輸
出
向
け
融
資
計
画
（
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
）
に
基
づ
い
た
対

キ
ュ
ー
バ
輸
出
で
、
連
邦
政

府
及
び
輸
出
会
社
に
対
す

る
キ
ュ
ー
バ
の
未
払
い
金

が
、２
０
１
８
年
６
月
以
降
、

１
億
７
５
０
０
万
ド
ル
に
達

２０１９年は６３国中５９位競 争 力
ランキング

（３） ２０１９年第５２６１号  ６月 １２日 （水曜日）

会
長
に
よ
る
と
、「
月
次
の

推
移
を
見
て
調
整
し
て
い

る
」
と
い
う
。

　

５
月
ま
で
の
時
点
で
、
建

物
用
塗
料
の
販
売
は
、
前
年

並
み
で
推
移
し
て
い
る
と
い

う
。「
慎
重
な
立
場
で
楽
観

的
に
想
定
し
て
い
る
。
年
明

け
時
点
で
は
、
完
全
に
楽
観

的
な
立
場
か
ら
動
向
を
予
想

し
て
い
た
」
と
オ
リ
ベ
イ
ラ

会
長
は
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

当
初
の
想
定
通
り
、
ア
ブ

ラ
フ
ァ
チ
は
、
販
売
の
加
速

が
下
半
期（
７
―
１
２
月
期
）

に
集
中
す
る
と
い
う
見
方
を

変
え
て
い
な
い
。
７
月
に
年

金
制
度
改
革
が
可
決
す
る
と

予
想
し
て
お
り
、
こ
れ
が
景

気
を
後
押
し
す
る
と
期
待
し

て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
１
８
年
に
ア
ブ
ラ

フ
ァ
チ
は
、
３
％
増
の
販
売

増
を
予
想
し
て
い
た
が
、
最

終
的
に
前
年
比
０
・
１
％
増

に
落
ち
着
い
た
。「
予
想
に

対
し
、
と
り
わ
け
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
ス
ト
を
中
心
に
、

１
・
７
％
増
を
記
録
し
た
。

国
家
石
油
・
天
然
ガ
ス
・
バ

の
資
産
を
保
有
し
て
い
た
。

こ
の
損
失
は
、
２
０
１
８
年

に
同
フ
ァ
ン
ド
が
計
上
し
た

運
用
益
６
５
億
レ
ア
ル
に
匹

敵
す
る
水
準
。

　

第
１
四
半
期
に
、
２
％
の

４
月
に
基
礎
的
財
政
収
支
が
黒
字

６
６
・３
７
億
レ
ア
ル
の
利
益

　

米
中
貿
易
戦
争
で
緊
張
感

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
が
保
有
す
る

航
空
機
の
工
場
に
、
微
妙
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
は
、
中
国

市
場
を
最
大
の
顧
客
と
す
る

し
て
い
る
。
経
済
省
に
よ
る

と
、
そ
の
大
部
分
は
食
品
業

界
の
被
害
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
は
ブ
ラ
ジ
ル

製
品
を
輸
入
す
る
国
と
締
結

さ
れ
た
融
資
計
画
の
ひ
と
つ

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
が
支
払

い
を
受
け
取
っ
た
の
ち
に
、

輸
出
し
た
企
業
に
支
払
い

を
行
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

キ
ュ
ー
バ
の
場
合
、
牛
肉
や

鶏
肉
派
生
品
、
卵
と
い
っ
た

食
料
品
を
中
心
に
輸
入
し
て

い
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
側
は
外
貨
不
足

が
理
由
だ
と
説
明
し
て
お

り
、
公
的
支
援
を
通
じ
た
取

引
へ
の
支
払
い
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
と
無

関
係
に
取
引
を
継
続
し
て
い

る
ブ
ラ
ジ
ル
の
輸
出
会
社
へ

の
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
と

主
張
し
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

な
っ
て
い
る
。

　
「
政
治
的
な
環
境
と
離
れ

て
、
最
善
の
方
法
で
手
続
き

を
進
め
よ
う
と
努
め
て
い

る
」
と
、
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
の

ジ
ョ
ン
・
ス
ラ
タ
リ
ー
商

用
機
担
当
取
締
役
は
１
日
、

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
コ
メ
ン
ト

し
た
。「
２
大
国
の
貿
易
戦

争
に
関
し
て
、
エ
ン
ブ
ラ
エ

ル
が
コ
メ
ン
ト
で
き
る
よ
う

な
状
況
で
は
な
い
」と
い
う
。

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
商
用
機
が
板
挟
み

米
中
間
の
貿
易
戦
争
勃
発
で

鉱
滓
ダ
ム
事
故
で

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
に
損
失

の
黒
字
を
計
上
し
た
。
前
年

同
期
は
２
９
億
レ
ア
ル
の
黒

字
だ
っ
た
。
中
銀
が
５
月

３
１
日
に
発
表
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
１
―
４
月
で

見
る
と
１
９
９
億
７
４
０ 

　

連
邦
と
州
、
市
役
所
を

合
わ
せ
た
、
公
共
部
門
の

基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
）

が
、
２
０
１
９
年
４
月
に

６
６
億
３
７
０
０
万
レ
ア
ル

ゴ
ン
ゴ
・
ソ
ッ
コ

鉱
山
の
壁
面
剥
落

　

例
え
ば
、
５
月
末
に
は
、

リ
オ
平
野
部
の
ド
ゥ
ッ
ケ
・

デ
・
カ
シ
ア
ス
で
、
穴
の
開

い
た
パ
イ
プ
か
ら
漏
れ
出
た

ガ
ソ
リ
ン
で
で
き
た
燃
料
水

た
ま
り
に
、
９
歳
の
少
女
が

　

国
内
の
原
油
生
産
が
、
２ 

０
１
９
年
４
月
に
前
月
比

４
月
に
原
油
生
産
が
１
・７
％
増

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
は
７
４
％
占
め
る

　

景
気
の
先
行
き
に
対
す
る

信
頼
感
の
低
下
だ
け
で
な

く
、
塗
料
業
界
で
も
、
建
物

用
塗
料
の
販
売
に
対
す
る
期

待
感
が
低
下
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
塗
料
生
産
者
協

会
（
ア
ブ
ラ
フ
ァ
チ
）
に
よ

る
と
、
建
物
用
塗
料
販
売
に

関
し
て
、
当
初
２
０
１
９
年

は
前
年
比
３
〜
３
・
５
％
増

を
予
想
し
て
い
た
が
、
こ
れ

を
１
・
０
〜
１
・
５
％
増
に
下

方
修
正
し
た
。
同
協
会
の
カ

ル
ロ
ス
・
デ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ

０
万
レ
ア
ル
の
黒
字
で
、
前

年
同
期
の
７
２
億
９
１
０
０ 

万
レ
ア
ル
の
黒
字
か
ら
大
き

く
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
ま
で
の
過
去

１
２
カ
月
間
の
累
積
は
９
５ 

５
億
７
５
０
０
万
レ
ア
ル
の

赤
字
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
１
・

３
７
％
に
相
当
す
る
。
た
だ

し
、
３
月
ま
で
の
１
２
カ
月

間
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・
４
４
％

だ
か
ら
、
微
小
な
が
ら
も
改

善
し
て
い
る
。

　

公
共
部
門
の
基
礎
的
財
政

収
支
は
、
２
０
１
９
年
に

１
３
２
０
億
レ
ア
ル
の
赤
字

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
１
３
９
億
レ
ア
ル

が
中
央
政
府
（
国
庫
財
務
局

と
中
央
銀
行
、社
会
保
障
院
）

の
赤
字
だ
。

　

利
払
い
を
含
め
た
財
政
収

支
は
、
４
月
に
２
８
０
億
４ 

８
０
０
万
レ
ア
ル
の
赤
字
を

計
上
し
た
。

　

基
礎
的
財
政
収
支
で
は

６
６
億
３
７
０
０
万
レ
ア
ル

の
黒
字
だ
っ
た
が
、
利
払
い

が
３
４
６
億
８
５
０
０
万
レ

ア
ル
を
計
上
し
た
た
め
だ
。

　

な
お
、
前
年
４
月
の
財
政

収
支
は
２
６
７
億
５
１
０ 

０
万
レ
ア
ル
の
赤
字
。
１
―

４
月
で
は
１
０
９
１
億
９
２ 

０
０
万
レ
ア
ル
の
赤
字
と

な
っ
た
。

　
　
（
５
月
３
１
日
付
掲
載
）

対
キ
ュ
ー
バ
輸
出
で
多
額
の
未
収
金

５
月
ま
で
に
１
・７
５
億
ド
ル

建
物
用
塗
料
販
売
の
伸
び
が
低
調

ア
ブ
ラ
フ
ァ
チ
が
１
９
年
予
想

不
満
の
残
る
結
果
だ
っ
た
」

と
い
う
。

　

２
０
１
７
年
の
業
界
の
販

売
は
前
年
比
０
・
２
％
増
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
２
０
１ 

８
年
に
成
長
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
た
。

　

業
界
が
こ
れ
以
前
に
販
売

を
拡
大
し
た
の
は
２
０
１
３

年
の
２
％
増
で
、そ
れ
以
降
、

２
０
１
４
年
か
ら
２
０
１
６

年
ま
で
３
年
に
わ
た
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
１
・
９
％
減
、
５
・

０
％
減
、
５
・
８
％
減
と
前

年
の
水
準
を
下
回
っ
て
き

た
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

を
繁
栄
さ
せ
る
能
力
を
探

る
。

　

評
価
項
目
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

や
失
業
率
、
保
険
分
野
や
教

育
分
野
に
対
す
る
政
府
支

　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
に
と
り
、

懸
念
材
料
に
は
事
欠
か
な

い
。
中
国
は
こ
の
ほ
ど
、

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
が
必
要
と
す

る
部
品
や
技
術
の
供
給
を
遮

断
す
る
措
置
を
、
ア
メ
リ

カ
政
府
が
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
中
国
企
業
に
損
害
を

与
え
る
可
能
性
の
あ
る
、
外

資
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
す
る
と
警
告
し
た
ば
か
り

だ
。

　

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
の
商
用

ジ
ェ
ッ
ト
機
部
門
は
ボ
ー
イ

ン
グ
に
吸
収
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
企
業
と
な
る
こ
と
で
、
新

し
い
会
社
の
資
本
が
ど
こ
に

置
か
れ
て
い
る
の
か
、
中
国

当
局
が
当
面
の
間
、
忘
れ
て

く
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
状

況
だ
。

　

ス
ラ
タ
リ
ー
取
締
役
は
、

「
ブ
ラ
ジ
ル
と
中
国
の
政
治

関
係
が
唯
一
、
対
話
の
糸
口

だ
。
こ
の
関
係
は
強
固
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
。
短
期

的
に
航
空
機
の
認
証
が
下
り

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
　
　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

Ｏ
Ｅ
Ｘ
は
、
２
０
１
８
年
８

月
に
凍
結
さ
れ
た
。
経
済
省

は
、
キ
ュ
ー
バ
が
適
正
に
支

払
っ
て
い
れ
ば
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｅ

Ｘ
の
延
長
措
置
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
動
物
蛋
白
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
）
は
、
未
払
い

金
の
回
収
に
向
け
て
企
業
が

法
的
措
置
を
講
じ
る
可
能
性

も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

同
協
会
に
よ
る
と
、
食

肉
業
界
の
企
業
に
対
す
る

キ
ュ
ー
バ
の
未
払
い
金
は
、

１
億
２
千
万
ド
ル
だ
と
い

う
。

　
　
　
　
　
（
５
日
付
掲
載
）

イ
オ
燃
料
監
督
庁
（
Ａ
Ｎ

Ｐ
）
が
発
表
し
た
も
の
で
、

前
年
同
月
比
で
は
０
・
３
％

増
の
２
６
０
万
４
千
バ
レ
ル

／
日
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
生
産
分
は

７
４
％
で
、前
月
比
２
・６
％

増
だ
っ
た
。

　

天
然
ガ
ス
の
生
産
量
は
、

前
月
比
１
・
３
％
増
、
前

年
同
月
比
３
・
８
％
増
の

１
億
１
３
０
０
万
立
方
メ
ー

ト
ル
／
日
。
天
然
ガ
ス
の
利

用
率
は
、
３
月
と
同
水
準

で
９
４
・
７
％
だ
っ
た
。
焼

却
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
は
、
前

月
比
２
・
８
％
増
、
前
年

同
月
比
７
６
・
５
％
増
の

６
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
／

日
だ
っ
た
。

　

原
油
と
天
然
ガ
ス
を
合
わ

せ
た
炭
化
水
素
資
源
の
生
産

量
は
、
３
３
１
万
４
千
石

油
換
算
バ
レ
ル
／
日
で
、
こ

の
う
ち
、
岩
塩
層
下
か
ら
生

産
し
た
炭
化
水
素
資
源
は

５
９
・８
％
を
占
め
た
。

　

岩
塩
層
下
か
ら
の
炭
化
水

素
資
源
の
生
産
量
は
、
４
月

に
前
月
比
２
・
３
％
増
、
前

年
同
月
比
１
０
・
９
％
増
の

１
９
８
万
石
油
換
算
バ
レ
ル

／
日
だ
っ
た
。

　

内
訳
は
、
原
油
が
１
５
７ 

万
２
千
バ
レ
ル
／
日
、
天
然

ガ
ス
が
６
４
９
０
立
方
メ
ー

ト
ル
／
日
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
４
日
付
掲
載
）

国
が
長
期

的
観
点
か

ら
付
加
価

値
を
生
み

出
す
能
力

や
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境

を
改
善
す

る
能
力
、

持
続
的
な

成
長
を
達

成
す
る
能

力
、
社
会

イ
ン
か
ら
燃
料

が
抜
か
れ
る
度

に
、
こ
れ
を
運

用
し
て
い
る
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
子

会
社
の
ト
ラ
ン

ス
ペ
ト
ロ
が
、

パ
イ
プ
の
運
用

を
停
止
し
て
対

処
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
で
、

航
空
燃
料
用
ケ

ロ
シ
ン
の
恒
常

的
な
供
給
体
制

が
脅
か
さ
れ
て

い
る
た
め
だ
。

　

こ
の
よ
う

落
ち
て
死
亡
す
る
事
件
が
起

き
て
い
る
。（
６
日
付
掲
載
）

て
の
項
目
が
６
２
位
に
と
ど

ま
っ
た
税
務
政
策
の
見
通
し

に
関
係
し
て
い
る
た
め
だ
。

　

資
金
調
達
コ
ス
ト
に
関
す

る
競
争
力
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
６
１
位
と
低
迷
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
効
率
も
、
生
産
性
の

低
さ
（
６
１
位
）
や
、
高
い

失
業
率
を
背
景
に
競
争
力
を

落
と
し
た
。

　

さ
ら
に
経
済
格
差
で
は
、

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が

ワ
ー
ス
ト
１
０
に
軒
並
み
ラ

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
発
生

し
た
鉱
滓
ダ
ム
の
決
壊
事
故

後
、
バ
ー
レ
の
株
価
が
値
下

が
り
し
た
こ
と
に
関
連
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
員
年
金
フ
ァ

ン
ド
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
）
が
、

５
８
億
レ
ア
ル
の
損
失
を

被
っ
た
。

　

同
フ
ァ
ン
ド
は
２
０
１
９

年
第
１
四
半
期
（
１
―
３
月

期
）、
１
９
５
０
億
レ
ア
ル

運
用
益
を
確
保
す
る
の
を
目

標
に
掲
げ
て
い
た
が
、
最
終

的
に
０
・
０
６
％
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
４
日
付
掲
載
）

ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
は
５
７
位
だ
っ
た
。

　
　
（
５
月
２
９
日
付
掲
載
）
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伊
那　

宏 

選

　
　
　
　
　
　
　
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス  

浅
海　

護
也

冬
め
く
や
散
歩
の
肌
に
今
朝
の
風

郷
愁
や
南
瓜
色
づ
く
墾
の
山

皇
室
の
弥
栄
祈
る
菊
の
花

　
　
〔
新
天
皇
に
伴
い
改
元
さ
れ
た
祖
国
の
弥
栄
（
い
や
さ
か
）

　
　

を
祈
願
す
る
の
は
日
本
国
民
の
偽
ら
ぬ
心
情
。
天
皇
家

　
　

に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

　
　

る
昨
今
、
そ
れ
ら
に
無
関
心
で
は
お
れ
な
い
国
民
の
心

　
　

は
、
地
球
の
反
対
側
に
住
む
我
々
同
胞
に
と
っ
て
も
例

　
　

外
で
は
な
い
。
天
皇
家
の
御
紋
〈
菊
の
花
〉
に
寄
せ
る

　
　

民
族
の
願
い
を
込
め
た
一
句
と
な
っ
た
〕

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ニ
ー
ト　
　
　
　
　
　

佐
藤
け
い
子

秋
愁
い
歌
壇
に
探
す
君
の
名
よ

令
和
元
年
南
緯
八
度
に
六
十
年

〔
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
緯
八
度
は
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
都
レ
シ

フ
ェ
が
位
置
す
る
緯
度
。
か
の
地
に
入
植
し
て
六
十
年
を

迎
え
た
今
年
が
令
和
元
年
、
作
者
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き

年
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
種
の
数
字
を
並
べ
た
異
例
な

俳
句
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
六
十
年
を
同
じ
地
で
暮
ら
し

た
と
い
う
移
住
者
の
重
み
が
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
て
い

る
。
無
季
俳
句
で
は
あ
る
が
、
令
和
に
改
元
し
た
五
月
を

季
語
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
の
で
、言
う
と
こ
ろ
の
〝
季

感
俳
句
〟
と
し
て
鑑
賞
さ
せ
て
頂
い
た
〕

逆
縁
に
泣
き
し
あ
の
頃
葉
月
く
る

柿
み
の
り
故
郷
の
空
よ
み
が
え
る

朝
夕
は
鳥
の
楽
園
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア 　
　
　
　
　

大
内　

和
美

枯
葉
ふ
み
思
わ
ぬ
深
き
穴
が
あ
り

冬
の
海
飛
び
乗
る
客
の
船
の
旅

枯
葉
よ
せ
横
か
ら
風
の
じ
ゃ
ま
は
い
り

冬
の
蜂
年
寄
り
組
は
身
を
寄
せ
て

ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
る
枯
葉
の
行
く
先
は

　
　
　
　
　
　
　
グ
ァ
タ
パ
ラ　
　
　
　
　

 

脇
山
千
寿
子

禁
猟
の
カ
ピ
バ
ラ
増
え
て
畑
荒
ら
す

ウ
ィ
ン
ク
し
て
手
渡
す
肉
は
カ
ピ
バ
ラ
と

濃
く
淡
く
織
り
成
す
草
穂
の
う
ね
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
セ
ザ
リ
オ
・
ラ
ン
ジ
ェ 　
　

井
上　

人
栄

茶
の
花
や
慎
ま
し
く
生
き
て
息
災
で

立
冬
と
思
え
ぬ
日
々
の
続
き
を
り

木
の
葉
髪
染
め
て
金
婚
式
祝
う

　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
ー
ド
ス 　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

名
も
知
ら
ず
優
雅
に
咲
き
し
冬
の
花

茜
雲
絵
師
の
ご
と
く
に
冬
の
空

髪
と
け
ば
肩
に
落
ち
た
る
木
の
葉
髪

　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス  　
　
　
　

後
藤
た
け
し

立
冬
や
谷
間
に
沈
む
過
疎
の
村

時
雨
降
る
大
正
ロ
マ
ン
の
夢
二
の
詩

〔
竹
久
夢
二
。
大
正
時
代
、
憂
い
を
込
め
た
繊
細
な
美

　

人
画
を
描
い
て
一
世
を
風
靡
し
た
画
家
。
美
人
画
の
一

つ
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
大
正
時
代
の
浮
世
絵
と
称
さ
れ

た
。
夢
二
が
詩
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
私
は
知
ら
な
か
っ

た
が
、
さ
ぞ
や
絵
を
髣
髴
と
さ
せ
る
た
お
や
か
な
、
そ
し

て
、
し
ぐ
れ
の
よ
う
な
詩
情
あ
ふ
れ
る
調
べ
で
あ
っ
た
ろ

う
と
想
像
で
き
る
〕

小
春
日
や
古
里
日
本
は
令
和
入
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

茶
の
花
の
葉
ご
め
に
交
り
上
品
な
り

母
の
日
に
集
う
吾
子
等
の
老
い
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

原　
は
る
江

い
た
は
る
る
身
と
な
る
わ
び
し
さ
秋
暮
る
る

〔
人
か
ら
労
わ
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
気
が
し
な
い
も

の
だ
が
、
労
わ
り
の
内
容
や
理
由
如
何
で
受
け
る
気
持
に

微
妙
な
差
が
生
ず
る
。〝
わ
び
し
さ
〟
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
労
わ
り
は
う
れ
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、〈
秋
暮
る
る
〉

に
人
生
の
終
末
観
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
老
齢
期
を
迎
え

た
人
の
深
い
心
情
を
覗
か
せ
る
句
と
な
っ
た
〕

痛
み
な
く
生
き
る
幸
せ
冬
ぬ
く
し

遠
く
見
ゆ
マ
ン
チ
ケ
ー
ラ
の
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

立
冬
や
父
の
命
日
唯
感
謝

人
知
る
や
思
ひ
託
し
て
お
茶
の
花

香
り
立
つ
蜂
も
好
ん
で
お
茶
の
花

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

鈴
木　

文
子

気
候
良
く
住
み
よ
き
聖
市
今
朝
の
冬

差
入
れ
の
煮
物
上
出
来
お
茶
の
花

平
凡
は
私
の
個
性
お
茶
の
花

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

林　
と
み
代

令
和
て
ふ
カ
ー
ド
掲
げ
て
冬
に
入
る

生
き
方
を
変
へ
る
術
な
く
冬
に
入
る

〔
深
い
意
識
を
湛
え
た
句
で
あ
る
。
老
齢
期
を
迎
え
る
ま

で
の
自
分
の
生
き
方
を〈
変
へ
る
術
な
く
〉と
言
っ
て
肯
定
、

或
い
は
諦
観
し
、
老
（
＝
冬
）
と
い
う
未
知
の
領
域
に
踏

み
込
も
う
と
し
て
い
る
作
者
。
人
生
は
そ
う
簡
単
に
変
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
観
念
し
つ
つ
も
、
安
ら
か
な

日
々
で
あ
れ
と
心
中
願
う
作
者
で
あ
る
〕

母
の
日
や
子
孫
繁
栄
喜
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ  　
　
　
　
　

広
田　
ユ
キ

木
の
葉
髪
頓
に
す
す
み
し
も
の
忘
れ

〔
物
忘
れ
の
度
合
い
で
老
化
具
合
を
計
る
の
が
一
般
的
な

あ
り
方
。
本
人
も
自
嘲
気
味
に
そ
う
言
っ
て
納
得
し
第
三

者
の
共
感
を
誘
う
。
こ
の
こ
と
は
老
化
現
象
の
一
つ
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
先
に

〝
認
知
症
〟
と
い
う
大
敵
が
待
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て

も
口
に
し
な
い
。
物
忘
れ
は
冗
談
話
と
し
て
処
す
る
こ
と

は
出
来
る
が
、
木
の
葉
髪
は
隠
し
よ
う
も
な
い
現
実
。
こ

の
小
さ
な
ジ
レ
ン
マ
が
本
句
に
潜
ん
で
い
て
軽
妙
な
俳
味

を
醸
し
て
い
る
〕

茶
の
花
や
赤
い
頭
巾
の
地
蔵
尊

母
の
日
や
何
は
な
く
と
も
母
在
（
い
ま
）
し

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
カ
ル
ロ
ス  　
　
　
　

富
岡　

絹
子

ま
だ
暗
き
厨
に
目
覚
め
今
朝
の
冬

冬
立
つ
や
靴
下
探
す
抽
斗
に

母
の
日
や
老
い
た
る
今
も
母
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

太
田　

映
子

冷
凍
の
豆
も
ち
切
り
し
今
朝
の
冬

立
冬
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
甘
み
ま
す
季
節

柿
の
山
売
り
声
は
ず
む
朝
の
市

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

平
間　

浩
二

唯
一
の
ホ
句
に
生
き
甲
斐
木
の
葉
髪

新
世
の
令
和
の
日
本
五
月
晴
れ

立
冬
や
無
く
て
は
な
ら
ぬ
車
椅
子

う
っ
す
ら
と
ビ
ル
の
階
（
き
ざ
は
し
）
夕
月
夜

無
農
薬
朝
一
番
の
菜
虫
取
り

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

あ
ち
こ
ち
で
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
冬
近
し

ド
ラ
イ
ヤ
ー
も
用
無
し
妻
の
木
の
葉
髪

木
の
葉
髪
年
々
ふ
え
る
妻
の
ぐ
ち

逝
く
秋
や
老
い
て
は
婦
唱
夫
随
な
る

忘
却
は
わ
び
し
き
も
の
よ
老
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ  　
　
　
　
　

吉
田
し
の
ぶ

妻
の
愚
痴
聞
き
飽
き
て
い
る
竈
猫

国
境
を
越
え
て
難
民
枯
野
行
く

死
後
の
こ
と
子
等
へ
遺
言
秋
夜
長

皇
位
継
承
ネ
ッ
ト
で
炎
上
聖
五
月

短
日
の
大
道
芸
人
セ
ー
広
場

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ  　
　
　
　
　

猪
野
み
つ
え

津
田
梅
子
新
札
と
な
る
女
性
の
日

授
か
り
し
一
句
に
目
覚
め
る
秋
冷
ゆ
る

唐
辛
子
ピ
リ
ッ
と
辛
し
一
人
の
餉

秋
日
和
ブ
ラ
ン
コ
シ
ー
ソ
ー
母
の
視
野

〔
近
く
に
あ
る
遊
園
地
で
の
風
景
で
あ
ろ
う
か
、
遊
具
で

遊
ぶ
幼
児
を
見
守
る
母
親
が
怠
り
な
く
目
配
せ
を
し
て
い

る
。
そ
れ
を
〈
母
の
視
野
〉
と
適
切
な
表
現
で
一
句
を
締

め
た
。
子
ら
の
歓
声
は
母
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
秋

の
日
差
し
が
こ
よ
な
く
う
れ
し
い
日
和
と
な
っ
た
〕

育
て
た
る
孫
に
良
縁
マ
リ
ア
月

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ  　
　
　
　

桜
井
し
ず
え

一
と
息
を
つ
い
て
食
後
の
日
向
ぼ
こ

雨
晴
れ
て
朝
日
に
映
ゆ
る
白
椿

秋
風
や
白
雲
軽
く
空
に
浮
き

草
梅
を
屋
台
に
並
べ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人

雨
上
が
り
夕
風
冷
え
冷
え
肌
寒
し

（584）

上
妻
博
彦 

選

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

梅
崎　

嘉
明

移
住
者
の
老
齢
化
に
て
コ
ロ
ニ
ー
の
団
体
の
多
く
に
活
気
の

あ
ら
ず

耳
遠
き
吾
に
社
会
は
う
と
く
し
て
新
聞
は
良
し
じ
っ
く
り
読

破コ
ロ
ニ
ー
で
唯
一
と
な
り
し
新
聞
の
継
続
願
い
つ
つ
朝
々
ひ
ら

く日
系
の
新
聞
継
続
難
（
か
た
）
け
れ
ば
応
援
せ
む
と
の
ら
す

輩
（
は
い
）
あ
り

わ
が
短
歌
の
載（
の
）れ
ば
ご
機
嫌
そ
の
度
に
切
り
取
り
ノ
ー

ト
ブ
ッ
ク
に
は
さ
む

「
評
」
日
頃
願
っ
て
い
る
こ
と
を
柔
ら
か
く
作
品
に
表
し
て

く
れ
る
人
が
い
る
事
は
重
た
い
。

　
　
　
グ
ァ
ル
ー
リ
ョ
ス 　
　
　
　

長
井
エ
ミ
子

こ
の
地
球
ひ
し
め
き
合
い
て
ポ
イ
捨
て
の
ご
と
く
コ
ス
モ
ス
咲

き
お
る
空
間

天
高
し
そ
こ
か
ら
何
が
見
え
ま
す
か
蝶
は
一
日
（
ひ
と
ひ
）
を

た
だ
花
巡
り

ア
ル
モ
ッ
ソ
ま
か
せ
と
い
て
よ
吹
く
風
も
流
る
る
雲
も
と
び
っ

◎
投
句
送
り
先
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ロ
ン
ド
リ
ー
ナ  　
　
　
　

中
川
千
江
子

冬
ぬ
く
し
昭
和
平
成
令
和
の
世

実
南
天
鳥
鳴
き
合
う
て
庭
小
春

傘
寿
喜
寿
心
一つ
に
文
化
の
日

幸
多
き
日
な
り
と
思
う
母
の
日
や

豊
年
の
兆
し
の
ミ
ー
リ
ョ
穂
を
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ  　
　
　
　

荒
堀　

治
夫

豊
作
を
心
待
ち
す
る
農
夫
か
な

本
年
も
暖
冬
な
れ
と
願
う
の
み

裏
作
の
ミ
ー
リ
ョへ
喜
雨
が
降
り
そ
ゝ
ぎ

豊
作
を
願
い
つ
過
ご
す
農
の
日
々

人
生
と
重
な
る
農
の
道
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
ナ　
　
　

斎
藤　

勝
利

木
守
柿
梢
に
ポ
ツ
リ
過
疎
の
村

〔
柿
の
木
の
梢
に
ポ
ツ
リ
と
一
つ
熟
柿
が
残
っ
て
い
る
。
葉

を
落
と
し
た
枯
れ
枝
に
真
赤
な
柿
一
つ
。
詩
情
を
感
じ
さ

せ
る
一
光
景
な
が
ら
、
し
か
し
そ
の
地
は
過
疎
化
し
て
い

て
、
そ
こ
は
か
と
な
い
初
冬
の
空
疎
感
が
句
に
漂
っ
て
い

る
。〈
木
守
柿
〉
は
、
植
民
地
再
興
の
心
意
気
に
燃
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
る
そ
の
地
に
残
さ
れ
た
人
々
を
象
徴
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
〕

染
卵
求
め
る
庶
民
の
長
い
列

染
卵
子
等
の
唇
彩
り
ぬ

秋
天
や
胸
の
隅
々
晴
れ
渡
り

朝
焼
け
の
空
に
飛
機
の
点
滅
が

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
イ
ン
ビ
ー
レ　
　
　
　

河
崎　

節
子

ピ
ク
ニ
ッ
ク
回
り
廻
っ
た
山
幾
つ

喜
々
と
し
て
子
等
や
親
ま
で
川
遊
び

何
狙
う
サ
ラ
ク
ー
ラ
三
羽
浅
瀬
に
て

大
威
張
り
吾
が
前
歩
む
鵙
一
羽

適
当
に
降
っ
て
は
止
み
ぬ
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ  　
　
　
　

斎
藤　

蒼
山

天
皇
即
位
ひ
ら
め
く
旗
や
湧
く
歓
喜

慶
日
や
令
和
の
大
空
鯉
幟

柿
熟
れ
て
小
鳥
の
楽
園
サ
ニ
ア
ッ
ソ

蜻
蛉
飛
ぶ
草
伸
び
放
題
過
疎
の
村

老
い
ゆ
け
ば
往
時
偲
ば
る
里
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

田　
　

幹
夫

秋
を
病
み
痩
せ
し
横
顔
子
規
に
似
る

食
べ
て
飲
み
詠
み
て
句
を
な
す
秋
日
和

幸
せ
の
形
に
編
み
て
毛
糸
か
な

〔〈
幸
せ
の
形
〉
と
は
ど
ん
な
形
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
て
み

れ
ば
毛
糸
網
み
は
昔
か
ら
女
性
の
趣
味
仕
事
と
相
場
が

決
っ
て
い
る
。
農
閑
期
の
冬
場
、
家
族
の
者
や
愛
す
る
人

の
た
め
に
編
む
こ
と
も
多
い
。
都
は
る
み
の『
北
の
宿
か
ら
』

で
は
、「
着
て
は
も
ら
え
ぬ
セ
ー
タ
ー
を
人
目
偲
ん
で
編
ん

で
ま
す
」
と
切
な
く
唄
っ
て
い
る
。
女
の
幸
せ
の
一
つ
の
形

が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
作
者
は
ふ
と
〝
女
ご

こ
ろ
〟
に
か
ら
れ
て
一
句
作
っ
た
の
か
も
。
い
い
句
で
あ
る
〕

貧
乏
に
か
ま
け
て
忘
れ
冬
支
度

似
合
は
ね
ど
こ
こ
は
我
慢
と
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
カ
バ 　
　
　
　
　
　

住
谷
ひ
さ
お

火
焔
樹
の
花
か
ら
花
へ
蜂
雀

火
焔
樹
の
首
よ
り
も
げ
し
落
花
か
な

火
焔
樹
の
落
花
払
ひ
て
ベ
ン
チ
得
し

〔
作
者
が
散
策
す
る
公
園
の
一
角
に
は
火
焔
樹
が
あ
っ
て
、

そ
の
下
に
は
ベ
ン
チ
が
置
い
て
あ
る
。
火
焔
樹
の
落
花
は

落
ち
る
と
微
か
な
音
を
立
て
る
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
、

そ
れ
が
い
く
つ
も
ベ
ン
チ
の
上
に
落
ち
て
い
る
。
公
園
を
散

策
し
て
い
た
作
者
は
ふ
と
座
る
気
に
な
り
そ
れ
ら
を
振
り

払
っ
て
腰
を
下
し
た
。
こ
の
全
く
何
気
な
い
所
作
を
〈
ベ

ン
チ
得
し
〉
と
活
写
し
た
し
た
こ
と
で
俳
句
に
息
吹
を
与

え
た
。
感
性
並
々
な
ら
な
い
一
語
と
な
っ
た
〕

い
こ
い
居
り
火
炎
樹
落
下
身
に
浴
び
て

ニ
ヤ
ガ
ラ
が
好
き
で
フ
ェ
イ
ラ
に
歩
を
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
ピ
エ
ダ
ー
デ  　
　
　
　
　

国
井
き
ぬ
え

西
日
さ
す
庇
の
蜂
の
巣
暮
れ
を
待
つ

秋
晴
や
新
聞
届
く
楽
し
み
の

お
彼
岸
は
天
の
人
と
話
し
合
え

寒
も
ど
り
友
の
汁
粉
に
温
み
お
り

朝
し
ぐ
れ
野
朝
顔
光
る
道
ぎ
わ
に

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン 　
　
　
　
　
　
　

大
楯
え
つ
よ

青
空
の
透
き
通
り
見
ゆ
六
月
晴

暖
か
い
雨
降
り
出
せ
る
六
月
入
り

き
り
の
秋

焼
肉
に
鶏
（
と
り
）
ア
ッ
サ
ー
ド
す
べ
て
肉
ど
ん
と
マ
グ
ロ
と

握
手
し
た
い
日

昭
和
去
り
「
平
成
、
令
和
」
め
ま
ぐ
る
し
我
ブ
ラ
ジ
ル
に
ど
っ

し
り
と
お
る

「
評
」
昭
和
が
去
っ
て
か
ら
平
成
の
世
に
自
身
を
据
え
て

見
て
も
、
光
陰
も
感
じ
な
い
ほ
ど
の
早
さ
で
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
昭
和
一
け
た
生
れ
は
奥
を
感
じ
、
見
聞
き
し
て
来
た
。

さ
て
「
令
和
」
は
、こ
の
国
に
ド
ッ
シ
リ
と
お
る
し
か
な
い
。

　

ピ
ッ
タ
リ
定
型
に
語
呂
の
続
き
具
合
に
天
成
の
感
覚
を

見
せ
る
澄
み
き
っ
た
現
代
短
歌
。
三
首
目
、
四
首
目
、
天

高
く
食
欲
の
秋
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

峰
村　

正
威

〈
平
成
回
顧
〉

「
平
成
」
の
世
は
平
和
に
と
成
り
ぬ
れ
ど
平
凡
に
も
成
る
母
国

の
様
は

「
平
成
」
を
顧
み
つ
れ
ば
平
静
に
あ
ら
ざ
る
吾
は
業
に
明
け
暮

れ「平
成
」
の
世
を
顧
み
て
今
更
に
よ
く
も
生
き
し
と
わ
が
身
労

う「平
成
」
の
年
は
変
れ
ど
老
ら
く
の
憂
き
身
の
ま
ま
に
年
を
重

ね
つ

元
号
は
変
れ
ど
民
は
そ
の
ま
ま
の
日
本
に
新
た
な
光
明
あ
り

や
「
評
」
平
和
を
享
受
、
た
し
か
に
人
類
は
そ
う
あ
り
つ
づ

け
ら
れ
た
ら
と
願
い
な
が
ら
も
、
あ
る
角
度
か
ら
見
る
と

矛
盾
が
鬩
ぎ
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
『
業

の
明
暮
れ
』
に
己
を
労
い
つ
づ
け
る
。
こ
う
し
た
思
い
が

弱
年
の
世
代
に
鬱
積
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

水
野　

昌
之

旧
友
と
一
杯
傾
け
く
つ
ろ
げ
ば
何
故
か
童
謡
歌
い
た
く
な
る

「
こ
れ
ぐ
ら
い
で
酔
っ
て
は
い
な
い
」
と
言
う
友
に
運
転
だ
け
は

と
必
死
に
止
め
る

私
か
ら
聞
い
た
話
を
自
説
と
し
私
に
話
す
友
は
重
症

家
柄
を
血
筋
と
言
い
て
誇
れ
ど
も
移
民
の
社
会
ご
っ
ち
ゃ
な
混

血労
働
を
子
供
に
さ
せ
て
顧
み
ず
大
人
は
生
活
補
助
得
て
暮
ら

す
「
評
」
禁
酒
禁
煙
に
な
っ
て
久
し
い
。
突
然
襲
う
三
叉
神

経
の
薬
を
常
用
し
て
い
る
。
こ
の
痛
み
で
は
認
知
症
ど
こ

ろ
で
は
な
い
。
コ
ー
ヒ
ー
も
茶
も
飲
め
な
い
、テ
グ
レ
ト
ー

ル
と
言
う
麻
薬
に
は
カ
フ
ェ
イ
ン
が
反
作
用
す
る
か
ら
だ
。

コ
ー
ヒ
ー
も
茶
も
ア
ル
コ
ー
ル
も
だ
め
の
小
生
が
、
大
先

輩
に
学
び
た
い
と
励
ん
で
い
る
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

武
地　

志
津

千
代
丸
に
低
く
当
た
り
て
炎
鵬
の
見
事
に
決
め
る
足
取
り
の

技童
顔
に
小
兵
の
炎
鵬
機
敏
な
り
老
練
豊
ノ
島
を
は
た
き
込
む

倍
ほ
ど
も
あ
る
か
と
見
え
る
矢
後
関
を
上
手
捻
り
に
降
ろ
す

炎
鵬

小
回
り
の
利
く
炎
鵬
の
取
り
口
が
観
衆
沸
か
す
夏
場
所
前
半

総
身
を
闘
志
に
染
め
る
栃
ノ
心
を
遠
藤
、
上
手
出
し
投
げ
に

制
す「

評
」
若
い
力
士
が
面
白
く
土
俵
を
湧
か
す
よ
う
に
な
り
、

大
相
撲
も
楽
し
み
で
あ
る
。
巨
漢
栃
ノ
心
を
遠
藤
が
制
し

た
一
番
だ
け
は
見
て
お
き
た
か
っ
た
。

　
　
　
カ
ン
ベ　
　
　
　
　
　
　

湯
山　
　

洋

今
年
こ
そ
馬
車
が
欲
し
い
と
頑
張
っ
て
念
願
実
っ
た
豊
作
の
秋

秋
晴
れ
や
今
日
は
街
ま
で
買
物
に
心
浮
き
浮
き
馬
車
を
走
ら

す米
袋
重
い
荷
物
も
骨
折
ら
ず
家
ま
で
運
ぶ
有
難
き
馬
車

薪
運
び
畑
を
手
伝
う
荷
馬
車
で
も
日
曜
日
に
は
遊
び
に
も
行

く時
流
れ
カ
ミ
ニ
ョ
ネ
ッ
テ
は
光
っ
て
も
そ
の
嬉
し
さ
は
馬
車
に

及
ば
ず

「
評
」
日
本
で
も
馬
車
も
つ
農
家
は
羨
望
さ
れ
た
、
戦
後

が
有
っ
た
。
そ
の
頃
を
思
い
出
す
、
薪
を
切
り
街
ま
で
売

り
に
行
っ
た
り
、
本
炭
の
山
出
し
な
ど
に
忙
し
く
働
い
た
。

　
　
　
ピ
ラ
シ
カ
ー
バ  　
　
　
　

鈴
木
八
重
子

妹
よ
ホ
ー
ム
に
認
知
症
の
夫
訪
ね
夕
食
介
護
せ
し
と
の
便
り

ひ
ま
人
は
犬
と
わ
た
く
し
家
の
中
あ
っ
ち
で
い
た
ず
ら
こ
っ
ち

で
居
眠
り

犬
用
の
小
さ
き
骨
に
噛
み
つ
い
て
一
生
県
命　

子
犬
よ
可
愛
い

大
暴
れ
あ
と
は
野
と
な
れ
ひ
と
眠
り
ひ
っ
そ
り
小
犬
の
無
心
な

寝
顔

あ
お
向
け
に
眠
る
小
犬
の
姿
お
か
し
本
人
は
夢
で
も
見
て
る
の

だ
ろ
う

「
評
」『
妹
は
』
と
言
は
ず
、『
妹
よ
』
と
、
詠
み
出
し
た

所
に
切
な
い
姉
の
心
情
が
伝
わ
る
。

　

そ
う
読
む
と
、
小
犬
と
私
の
た
わ
む
れ
も
只
の
説
明
歌

で
は
な
い
よ
う
な
、
離
れ
住
む
妹
え
の
心
く
ば
り
さ
え
感

じ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

坂
上
美
代
栄

幾
度
か
苦
境
に
立
つ
れ
ど
励
ま
さ
る
昔
を
思
い
情
を
噛
み
し
む

吾
れ
よ
り
も
遅
く
始
め
し
歌
な
れ
ど
め
き
め
き
上
達
若
木
の

ご
と
く

夫
送
り
病
を
持
ち
て
子
の
元
へ
変
わ
り
し
境
遇
気
遣
い
い
た
り

い
っ
時
は
気
力
失
せ
し
に
気
を
揉
め
ど
神
に
守
ら
る
信
仰
の
人

夫
牧
師
、
子
息
も
牧
師
に
育
て
上
ぐ
汝
に
待
て
る
は
誉
の
冠

「
評
」
信
仰
の
人
が
信
念
と
な
っ
て
行
く
課
程
を
た
た
え

る
作
品
、
歌
の
上
で
も
そ
れ
を
喜
ん
で
い
る
作
者
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

大
志
田
良
子

新
し
い
元
号
「
令
和
」
を
迎
え
て
の
願
う
は
一つ
世
界
の
平
和

老
齢
化
毎
日
耳
に
す
る
言
葉
気
に
は
な
る
け
ど
仲
間
の
一
人

か
つ
て
な
い
大
相
撲
観
戦
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
は
千
秋
楽
に

ア
メ
リ
カ
の
杯
の
高
さ
一
米
半
、
重
さ
は
三
〇
ｋｇ
相
撲
人
等

し
く

優
勝
の
朝
乃
山
関
平
ま
く
の
受
け
る
杯
お
ば
二
人
が
か
り
で

「
評
」
新
元
号
年
に
日
米
首
脳
そ
ろ
っ
て
の
相
撲
観
戦
、

世
界
が
そ
ろ
っ
て
裸
に
な
り
世
界
平
和
を
成
し
つ
げ
る
日

は
と
思
う
。
同
じ
老
齢
の
思
い
で
す
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

武
地　

志
津

令
和
初
の
波
乱
尽
く
め
の
大
相
撲
日
米
首
脳
揃
っ
て
観
戦

渾
身
の
力
で
攻
め
て
逸
ノ
城
敗
る
竜
電
荒
い
息
吐
く

豪
快
な
土
俵
際
で
の
上
手
投
げ
松
鳳
山
が
阿
武
咲
制
す

後
半
を
振
る
は
ざ
り
し
も
鶴
竜
の
一
人
横
綱
の
意
地
見
す
千

秋
楽

お
お
よ
う
に
見
え
し
平
幕
朝
乃
山
、
勝
負
間
際
に
出
る
底
力

朝
乃
山
初
優
勝
に
殊
勲
・
敢
闘
・
米
大
統
領
杯
の
栄
誉
受
く

「
評
」
武
地
の
相
撲
解
説
は
歌
を
詠
ま
ぬ
人
で
も
待
っ
て
い

る
。
夏
場
所
も
終
っ
た
、
こ
れ
を
残
し
て
は
又
、
次
の
場

所
も
あ
る
の
で
出
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
　
　
千
葉
県　
　
　
　
　
　
　

柞
木
田
や
す

こ
の
島
は
毛
虫
や
蛇
は
い
な
い
と
言
ふ
百
足
（
む
か
で
）・
な

め
く
じ
の
太
き
に
お
ど
ろ
く

こ
の
島
の
守
護
神
と
し
て
壁
に
坐
す
や
も
り
は
蛙
の
声
に
鳴
き

を
り

入
江
な
る
エ
イ
バ
ビ
ー
チ
の
黄
昏
れ
て
デ
ィ
ナ
ー
の
明
か
り
に

心
な
ご
み
ぬ

外
人
に
混
じ
り
写
さ
れ
し
小
さ
き
人
だ
れ
か
と
見
れ
ば
我
が

姿
な
り

雨
も
良
し
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
雲
の
上　

二
人
の
姪
と
初
め
て
の

観
光
（
た
び
）

　
無
事
帰
り
つ
き
ま
し
た
。
四
十
五
日
の
強
行
軍
、
若
い
二

人
の
日
程
に
合
せ
る
の
に
、
着
伯
し
た
ら
ぐ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
小
生
の
手
違
い
で
諸
氏
に
迷
惑
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

　
天
高
く
飯
多
く
食
う
秋
、
体
調
も
回
復
致
し
て
参
り
ま
し

た
。
諸
氏
の
御
健
詠
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
　
上
妻
　
博
彦

移
民
の
日
は
る
か
昔
を
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

新
妻　

洋
子

羽
抜
鶏
老
い
ゆ
く
吾
と
同
ム
ジ
ナ

赤
道
下
負
け
じ
と
咲
け
る
花
ジ
ャ
ス
ミ
ン

花
ジ
ャ
ス
ミ
ン
朝
の
光
に
匂
い
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

和
田　

静
子

大
空
へ
優
し
き
羽
音
巣
立
ち
鳥

色
褪
せ
し
父
母
の
写
真
や
移
民
の
日

　
　

―
娘
帰
伯
―

緑
射
す
国
内
線
に
乗
り
換
え
る

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

安
井　

信
子

爽
や
か
な
朝
の
窓
辺
の
深
呼
吸

昨
日
（
さ
く
じ
つ
）
の
雨
傘
今
日
の
日
傘
な
る

〔
雨
の
翌
日
は
日
傘
の
欲
し
い
快
晴
と
な
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン

特
有
の
四
、五
月
の
気
候
か
赤
道
を
通
過
す
る
太
陽
が
北

に
傾
き
始
め
る
頃
で
あ
り
、
聖
州
辺
り
の
一
、二
月
の
気
候

と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
明
確
な
四

季
の
な
い
熱
帯
地
方
独
特
の
季
節
を
詠
ん
だ
俳
句
と
し
て

理
解
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
〕

音
に
怯
え
飛
び
つ
く
犬
抱
く
花
火
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

悦
子

緑
射
す
対
岸
白
雲
散
り
ば
め
て

余
生
頂
く
養
国
ア
マ
ゾ
ン
風
み
ど
り

前
横
に
建
築
本
番
雨
季
明
け
る

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

大
嶽
き
く
え

網
戸
張
り
家
族
安
泰
の
晩
御
飯

恋
人
の
日
熱
き
想
い
も
過
去
の
こ
と

未
来
へ
と
続
く
台
地
や
移
民
の
日

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

岩
永　

節
子

日
語
ポ
語
繋
ぐ
絆
や
移
民
の
日

〔
移
民
一
世
か
ら
二
、三
世
以
下
へ
繋
ぐ
血
と
い
う
絆
。
今

や
大
抵
の
祝
典
で
は
ポ
語
世
代
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

り
、
日
本
語
世
代
の
一
世
は
彼
ら
に
主
導
し
て
も
ら
う
形

と
な
っ
て
い
る
。
無
事
に
世
代
の
移
行
が
な
さ
れ
、
六
月

十
八
日
の
「
移
民
の
日
」
は
、
民
族
の
血
が
続
く
限
り
、

未
来
へ
の
大
き
な
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
〕

ア
マ
ゾ
ン
に
大
和
魂
移
民
の
日

千
羽
鶴
色
褪
せ
も
せ
ず
長
閑
な
り

　
　
　
　
　
　
　
ベ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

諸
富
香
代
子

母
と
娘
の
国
際
電
話
朝
焼
け
る

久
々
の
夫
と
の
散
歩
大
夕
立

窓
一
面
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
赤
と
白

◎
特
別
コ
ー
ナ
ー
（
リ
オ
州
立
大
学
学
生
作
品
）  

星
月
夜
寂
し
い
こ
こ
ろ
温
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

め
ぐ
み

霧
の
中
ど
こ
見
て
も
白
不
安
な
気

露
が
垂
れ
も
み
じ
の
こ
ろ
に
我
れ
沈
む

冷
え
風
や
秋
が
や
っ
て
き
た
上
着
ど
こ

秋
晴
れ
に
二
人
は
犬
と
遊
び
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　 

青
泡

秋
の
晩
君
の
意
志
さ
え
ど
こ
へ
で
も
　
　
　
　
　  

長
神
魔
力

起
き
る
と
き
懐
か
し
い
か
な
秋
の
朝

秋
の
夜
長
心
安
ら
か
に
会
話
す
る
　
　
　  

芥
川
マ
ッ
ク
ス
ケ

友
の
家
お
い
し
く
食
べ
た
か
ぼ
ち
ゃ
菓
子

急
に
冬
着
欲
し
く
な
る
秋
風
だ

波
の
音
ボ
ボ
と
ム
ケ
ッ
カ
秋
の
リ
オ
　
　
　
　
　 

　 

無
花
果

移
住
史
を
聞
き
し
頂
く
り
ん
ご
菓
子
　
　
　
　
　
　
　
聡
美

御
代
代
わ
りYouTube

見
る
秋
の
午
後

秋
の
朝
扉
開
け
れ
ば
猫
二
匹

〔
今
私
が
投
句
参
加
し
て
い
る
「
つ
ぐ
み
」（
横
浜
に
あ
る

現
代
俳
句
集
団
）
の
作
品
群
と
、
こ
の
学
生
の
皆
さ
ん
の

俳
句
が
感
性
的
に
非
常
に
よ
く
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
驚
い

て
い
る
。
既
成
の
俳
句
観
念
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想

で
作
っ
て
い
る
「
つ
ぐ
み
」
俳
句
の
究
極
的
に
求
め
て
い
る

俳
句
が
、
な
ぜ
彼
ら
の
思
考
と
共
通
性
を
持
つ
の
か
。
語

彙
の
豊
か
さ
貧
し
さ
の
差
は
あ
れ
、
そ
の
共
通
性
が
何
な

の
か
、
興
味
深
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
〕
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な
い
生い

き
方か

た

を
し
た
い
」
と

も
。
人に

ん

気き

に
人じ

ん

生せ
い

を
左さ

右ゆ
う

さ

れ
る
政せ

い

治じ

家か

や
芸げ

い

能の
う

人じ
ん

に
も
、

い
い
か
も
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
う（institutorinri@

gm
ail.com

, 

１
９
・９
９ 

６
３
５
・８
１
３
５
）
ま
で
。

　
　
　
　
　

◎

　
「
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

会か
い

報ほ
う

」
４ 

６
号ご

う

を
読よ

ん
で
い
た
ら
、
今こ

　
「
京き

ょ
うセ
ラ
（
創そ

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

）
の
稲い

な

盛も
り

和か
ず

夫お

さ
ん
は
『
私わ

た
しよ
り
才さ

い

能の
う

が
あ
っ
て
努ど

力り
ょ
くも
し
て
い
る
人ひ

と

が
い
る
の
に
、
成せ

い

功こ
う

し
て

い
な
い
人ひ

と

が
い
る
。
そ
れ
は
レ
ー
ル
か
ら
外は

ず

れ
て
い
る
か
ら
』
と
言い

い
、
松ま

つ

下し
た

幸こ
う

之の

助す
け

さ
ん
も
同お

な

じ
様よ

う

な
こ
と
を
言い

い
ま

し
た
。
そ
の
レ
ー
ル
と
は
万ば

ん

人に
ん

が
幸し

あ
わせ
に
な
る
法ほ

う

則そ
く

で
す
」
―
―
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
須す

郷ご
う

清き
よ

孝た
か

会か
い

長ち
ょ
う）
が
１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
聖せ

い

市し

内な
い

ホ
テ
ル
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開か

い

催さ
い

し
、
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

部ぶ

か
ら
法ほ

う

人じ
ん

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

佐さ

藤と
う

福ふ
く

男お

さ
ん
（
６
５
、
大お

お

阪さ
か

府ふ

在ざ
い

住じ
ゅ
う）
が
来ら

い

伯は
く

講こ
う

演え
ん

し
、
約や

く

３
５
人に

ん

が
熱ね

っ

心し
ん

に
聞き

き
入い

っ
た
。

年と
し

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
出

し
ゅ
っ

店て
ん

辞じ

退た
い

す
る
こ
と
に
な
っ
た

経け
い

緯い

が
、
あ
ち
こ
ち
に
書か

か

れ
て
い
た
。
総そ

う

会か
い

議ぎ

事じ

録ろ
く

に

よ
れ
ば
、
花か

卉き

部ぶ

門も
ん

の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

と
し
て
集

し
ゅ
う

荷か

に
苦く

労ろ
う

し
て

き
た
西に

し

尾お

雅ま
さ

夫お

氏し

は
《
体た

い

力
り
ょ
く

の
限げ

ん

界か
い

を
感か

ん

じ
て
い
る
の
に

加く
わ

え
、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

が
減げ

ん

少し
ょ
う、
良よ

い
品し

な

を
提て

い

供
き
ょ
う

始は
じ

め
た
。

　

３
０
０
日に

ち

通か
よ

っ
て
も
成せ

い

果か

が
出で

な
い
。
夫ふ

う

婦ふ

仲な
か

の
悪わ

る

さ

か
ら
息む

す

子こ

も
２
年ね

ん

間か
ん

引ひ

き
こ

も
り
、
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

が
自じ

分ぶ
ん

に
反は

ん

抗こ
う

、
会か

い

社し
ゃ

の
会か

い

計け
い

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

が

横お
う

領り
ょ
う

事じ

件け
ん

を
起お

こ
す
な
ど
最さ

い

悪あ
く

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ
て
い
た
。

　
「
倫り

ん

理り

の
講こ

う

師し

に
く
っ
て
か

か
り
ま
し
た
。『
幸し

あ
わせ
に
な
れ

る
な
ん
て
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
か
』

と
。
先せ

ん

生せ
い

か
ら
は
『
見み

返か
え

り

を
期き

待た
い

し
な
い
で
実じ

っ

践せ
ん

を
し

な
さ
い
』
と
諭さ

と

さ
れ
、
か
た

ま
り
が
ス
ト
ン
と
落お

ち
る
感か

ん

じ
が
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

　
「
黙も

く

々も
く

と
参さ

ん

加か

し
続つ

づ

け
た

ら
４
０
０
日に

ち

目め

に
奇き

跡せ
き

が
起お

き
ま
し
た
。
学ま

な

び
と
実じ

っ

践せ
ん

を

繰く

り
返か

え

す
中な

か

で
、
身か

ら
だ体
に
し

み
込こ

ん
で
く
る
の
で
す
。
妻つ

ま

に
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うが
で
て
、
言こ

と

葉ば

が
戻も

ど

っ
て
来き

た
の
で
す
。
引ひ

き
こ
も

っ
て
い
た
息む

す

子こ

も
会か

い

社し
ゃ

に
出で

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

横お
う

領り
ょ
う

事じ

件け
ん

も
丸ま

る

く
収お

さ

ま
り
、

ど
ん
ど
ん
好こ

う

転て
ん

し
始は

じ

め
た
の

で
す
」

　

そ
の
後ご

も
倒と

う

産さ
ん

し
か
け

る
ほ
ど
の
危き

機き

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
た

が
、
妻つ

ま

か
ら
の
「
夜よ

る

の
勉べ

ん

強
き
ょ
う

会か
い

に
も
参さ

ん

加か

し
た
ら
」
と
い

う
助じ

ょ

言げ
ん

に
従し

た
が
い
、
超

ち
ょ
う

多た

忙ぼ
う

な

中な
か

を
嫌い

や

々い
や

参さ
ん

加か

し
た
。
そ

こ
で
「
目め

先さ
き

の
経け

い

営え
い

を
す
る

な
。
短た

ん

期き

的て
き

に
楽ら

く

な
小こ

手て

先さ
き

の
経け

い

営え
い

『
得と

く

の
道み

ち

』
を
選え

ら

ば

ず
、あ
え
て
問も

ん

題だ
い

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

す
る

『
損そ

ん

の
道み

ち

』
を
選え

ら

ぶ
こ
と
で

長ち
ょ
う

期き

的て
き

に
生い

き
残の

こ

れ
る
」
と

の
講こ

う

演え
ん

を
聞き

き
、
目め

か
ら
う

ろ
こ
が
落お

ち
た
。

　

大だ
い

胆た
ん

な
解か

い

決け
つ

策さ
く

を
施ほ

ど
こ
し
た

結け
っ

果か

、
そ
の
年と

し

、
会が

い

社し
ゃ

は
大お

お

赤あ
か

字じ

に
陥

お
ち
い

っ
た
が
、
翌よ

く

年と
し

に

は
Ｖ
字じ

回か
い

復ふ
く

。「
ぼ
ろ
儲も

う

け
で

す
よ
。
妻つ

ま

は
明あ

か

る
く
な
っ
て
、

最さ
い

初し
ょ

の
夫ふ

う

婦ふ

関か
ん

係け
い

に
戻も

ど

っ
た
。

私わ
た
しも
幸し

あ
わ
せ
。
倫り

ん

理り

へ
の
お
礼れ

い

に
講こ

う

演え
ん

を
引ひ

き
受う

け
、
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
うを
飛と

び
回ま

わ
っ
て
い
る
う
ち
に

ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
来き

て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
締し

め
く
く
る
と
拍は

く

手し
ゅ

が
湧わ

い
た
。

　

会か
い

員い
ん

の
写し

ゃ

真し
ん

家か

・
石い

し

井い

嵩た
か

男お

さ
ん
（
６
５
、
三さ

ん

世せ
い

）
は

「
仕し

事ご
と

が
忙い

そ
が
し
く
て
徹て

つ

夜や

だ

っ
た
が
、
ム
リ
し
て
来き

た
甲か

斐い

が
あ
っ
た
。
心こ

こ
ろ
に
響ひ

び

く
良よ

い
話は

な
しが
聞き

け
た
」
と
喜よ

ろ
こん
だ
。

カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

か
ら
参さ

ん

加か

し
た
服ふ

く

飾し
ょ
く

会が
い

社し
ゃ

を
家か

族ぞ
く

で
経け

い

営え
い

す
る
ム
リ
ロ・
ヴ
ィ
セ
ン
チ・

ボ
ン
フ
ィ
ン
さ
ん
（
３
５
）は
、

「
同お

な

じ
会か

い

社し
ゃ

経け
い

営え
い

者し
ゃ

と
し
て

共き
ょ
う

感か
ん

す
る
部ぶ

分ぶ
ん

が
大お

お

き
い
。

家か

族ぞ
く

の
大だ

い

事じ

さ
、
自じ

分ぶ
ん

の
気き

持も

ち
の
持も

ち
方か

た

や
態た

い

度ど

か
ら

周ま
わ

り
で
問も

ん

題だ
い

が
起お

き
る
し
、

そ
れ
を
正た

だ

せ
ば
治お

さ

ま
る
と
い

う
、
と
て
も
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

い
良よ

い

話は
な
しを
聞き

か
せ
て
も
ら
っ
た
」
と

し
み
じ
み
語か

た
っ
た
。

　

須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
うは
「
倫り

ん

理り

は
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うで
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幸し

あ
わ
せ

に
な
れ
る
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
を
学ま

な

ぶ
こ

と
が
出で

来き

ま
す
。
佐さ

藤と
う

さ
ん

の
話は

な
し
は
ま
さ
に
そ
の
好こ

う

例れ
い

で

は
」
と
ほ
ほ
笑え

ん
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う
）

は
「
第だ

い

５
４
回か

い

コ
ロ
ニ
ア
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

」
を
２
２
、２
３
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
記き

念ね
ん

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a 
São Jo

aq
u

im
, 3

81, 
L

ib
erd

ad
e

）
で
開か

い

催さ
い

す

る
。

　

同ど
う

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

は
歴れ

き

史し

、
規き

模ぼ

と
も
に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

最さ
い

大だ
い

級
き
ゅ
う

の
祭さ

い

典て
ん

。
今こ

ん

回か
い

も
花は

な

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

金き
ん

龍り
ゅ
う

会か
い

、
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

、
京

き
ょ
う

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う、
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

舞ぶ

踊よ
う

部ぶ

、若わ
か

手て

の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ・

ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
「
優ゆ

う

美び

」
な
ど
の
主お

も

だ
っ
た
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

体た
い

が
総そ

う

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。

　

民み
ん

謡よ
う

、
太た

い

鼓こ

、
剣け

ん

舞ぶ

、
Ｙ

ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
ソ
ー
ラ
ン

な
ど
約や

く

１
２
０
種し

ゅ

目も
く

、
総そ

う

勢ぜ
い

６
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
を
華は

な

や
か
に

繰く

り
広ひ

ろ

げ
る
。
さ
ら
に
今こ

ん

回か
い

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
で
盛せ

い

大だ
い

に
披ひ

露ろ
う

さ

れ
た
「
さ
く
ら
音お

ん

頭ど

」
が
再

ふ
た
た

び
観み

ら
れ
る
。
普ふ

段だ
ん

は
別べ

つ

々べ
つ

に
活か

つ

動ど
う

す
る
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

団だ
ん

体た
い

が
合ご

う

同ど
う

で
踊お

ど

る
も
の
で
、
非ひ

常じ
ょ
うに
珍め

ず
ら

し
い
演え

ん

舞ぶ

と
な
る
。

　

来ら
い

週し
ゅ
うに
迫せ

ま

っ
た
１
１
１
回か

い

目め

の
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」。
眞ま

子こ

さ
ま
を
お
迎む

か

え
し
て
盛も

り

上あ

が
っ
た
昨さ

く

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
続つ

づ

き
、
今こ

年と
し

も
聖せ

い

州し
ゅ
う

各か
く

地ち

で
様さ

ま

々ざ
ま

な
恒こ

う

例れ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
仏ぶ

つ

連れ
ん

「
開か

い

拓た
く

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

大だ
い

法ほ
う

要よ
う

」
で
は
通つ

う

常
じ
ょ
う

３
０
０
人に

ん

程て
い

度ど

の
と
こ
ろ
、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

が
満ま

ん

員い
ん

と
な
る

１
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
つ
め
か
け
た

の
は
記き

憶お
く

に
新あ

た
ら

し
い
。
日に

っ

程て
い

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）、

日に
っ

伯ぱ
く

司し

牧ぼ
く

協き
ょ
う

会か
い

「
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

ミ
サ
」、
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

、
サ
ン
ゴ
ン
サ
ー
ロ
教

き
ょ
う

会か
い

（P
raça D

r. Jo
ão 

M
en

d
es, 1

0
8

, C
en

-
tro

）

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

）、
ブ
ラ
ジ
ル
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
采さ

い

川か
わ

道ど
う

昭し
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う
）「
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

」、

同ど
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

、
イ
ビ

ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

（A
v. P

e-
dro Á

lvares C
abral, 

V
ila M

ariana

）
の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う、
仏ぶ

つ

連れ
ん

「
開か

い

拓た
く

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

大だ
い

法ほ
う

要よ
う

」、
同ど

う

日じ
つ

午ご

後ご

２
時じ

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
記き

念ね
ん

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a São Jo
a-

q
u

im
, 3

8
1

, L
ib

er-
dade

）

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う「
第だ

い

５
４
回か

い

コ
ロ
ニ

ア
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

」、
２
２
、２
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
記き

念ね
ん

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

講こ
う

演え
ん

会か
い

、
２
５
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
、
２
０

日か

の
「
国こ

く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
」
を

記き

念ね
ん

し
た
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
、
テ
ー

マ
は
「
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

（
ブ
ラ
ジ

　

１
１
日に

ち

付づ
け

４
面め

ん

の
読ど

く

者し
ゃ

投と
う

稿こ
う

欄ら
ん

「
ぷ
ら
っ
さ
」
で
、
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

や
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

に
関か

ん

す

る
表

ひ
ょ
う

記き

に
、
間ま

違ち
が

い
が
あ
っ

た
。
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

の
方ほ

う

で
修

し
ゅ
う

正せ
い

す

べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
の
ま
ま

出で

て
し
ま
っ
た
。
深ふ

か

く
お
詫わ

び
し
た
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。

　

な
お
「
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

」「
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

」
な
ど
の
表

ひ
ょ
う

記き

は

「
諡

お
く
り
な」
と
呼よ

ば
れ
、
本ほ

ん

人に
ん

が

亡な

く
な
っ
て
い
る
場ば

合あ
い

に
の
み

用も
ち

い
ら
れ
る
も
の
。

　

と
こ
ろ
が
、
平へ

い

成せ
い

か
ら
令れ

い

和わ

へ
の
改か

い

元げ
ん

は
生せ

い

前ぜ
ん

退た
い

位い

な

の
で
、
同ど

う

様よ
う

の
表

ひ
ょ
う

記き

は
不ふ

敬け
い

な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

と
な
る
の
で
要よ

う

注ち
ゅ
う

意い

。

「
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

」
や
「
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

」
と
い
う
表

ひ
ょ
う

記き

を
心こ

こ
ろ

が
け

る
こ
と
を
お
薦す

す

め
す
る
。

し
て
く
れ
る
人ひ

と

も
減へ

り
、
若わ

か

い
も
の
に
乞こ

食じ
き

の
よ
う
に
頼た

の

み
ま
わ
り
、
場ば

所し
ょ

を
い
っ
ぱ

い
に
す
る
た
め
に
お
金か

ね

を
払は

ら

っ
て
い
る
》
と
の
苦く

る

し
い
現げ

ん

状じ
ょ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
出

し
ゅ
っ

店て
ん

を
継け

い

続ぞ
く

す
る
か
ど

う
か
の
採さ

い

決け
つ

で
は
、
続つ

づ

け
る

が
１
４
人に

ん

、
辞や

め
る
が
２
１

人に
ん

で
取と

り
や
め
に
決け

っ

定て
い

。
前ま

え

田だ

進す
す
む

会か
い

長ち
ょ
うは
《
非ひ

常じ
ょ
うに
残ざ

ん

念ね
ん

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
至い

た

っ
て
、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

も
老ろ

う

齢れ
い

に
な
り
、
次じ

期き

の
継け

い

続ぞ
く

が
な

さ
れ
な
く
、
や
む
な
く
涙な

み
だ

を

呑の

ん
で
の
決け

つ

断だ
ん

で
し
た
》
と

挨あ
い

拶さ
つ

に
書か

い
た
。
元げ

ん

気き

に
販は

ん

売ば
い

し
て
い
た
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の

お
店み

せ

は
、
今こ

年と
し

か
ら
残ざ

ん

念ね
ん

な

が
ら
も
う
見み

ら
れ
な
い
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
「
１
６
年ね

ん

前ま
え

、
妻つ

ま

と
対た

い

立り
つ

し
、
肺は

い

炎え
ん

を

こ
じ
ら
せ
て
死し

に
そ
う
に
な
っ

た
時と

き

、
倫り

ん

理り

と
出で

会あ

い
ま
し

た
。
家か

族ぞ
く

の
大た

い

切せ
つ

さ
を
そ
こ

で
聞き

き
ま
し
た
が
分わ

か
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
７
年ね

ん

後ご

、
妻つ

ま

が
ガ
ン
に
な
り
、
彼か

の

女じ
ょ

は
病

び
ょ
う

院い
ん

に
行い

か
な
い
選せ

ん

択た
く

を
し
ま
し
た
。
妻つ

ま

は
言こ

と

葉ば

が

出で

ず
、
挨あ

い

拶さ
つ

す
ら
で
き
な
い
、

人に
ん

形ぎ
ょ
うの
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
初は

じ

め
て
自じ

分ぶ
ん

が
レ
ー
ル

か
ら
外は

ず

れ
て
い
る
こ
と
に
気き

付づ

き
、
夫ふ

う

婦ふ

で
セ
ミ
ナ
ー
に

参さ
ん

加か

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

と
い
う
辛つ

ら

い
体た

い

験け
ん

か
ら
語か

た

り

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

、
佐さ

藤と
う

福ふ
く

男お

さ
ん
講こ

う

演え
ん

学ま
な

び
と
実じ

っ

践せ
ん

を
反は

ん

復ぷ
く

し
て
体た

い

得と
く

　

食し
ょ
く

の
広ひ

ろ

場ば

で
は
ブ
ッ
フ

ェ
・
ア
ル
ナ
ル
ド
が
毎ま

い

年と
し

大だ
い

好こ
う

評ひ
ょ
うの
カ
レ
ー
や
う
ど
ん
な

ど
を
販は

ん

売ば
い

。
他ほ

か

、
衣い

服ふ
く

や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も
出

し
ゅ
っ

店て
ん

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
楠く

す

本も
と

留る

巳み

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

ら

は
、「
昨さ

く

年ね
ん

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

６
０
０
人に

ん

出し
ゅ
つ

演え
ん

、
圧あ

っ

巻か
ん

の
演え

ん

舞ぶ

コ
ロ
ニ
ア
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

２
２
、２
３
日に

ち

に

聖せ
い

州し
ゅ
う

各か
く

地ち

で
慰い

霊れ
い

祭さ
い

、
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

111
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
で
は
５
千せ

ん

人に
ん

し

か
入は

い

れ
ず
、
観み

ら
れ
な
か
っ

た
人ひ

と

も
い
た
と
思お

も

う
。
今こ

ん

回か
い

存ぞ
ん

分ぶ
ん

に
楽た

の

し
ん
で
ほ
し
い
」

と
来ら

い

場じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
、「
今こ

ん

回か
い

は
令れ

い

和わ

の
第だ

い

１
回か

い

目め

。
そ

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う

）
は
１

日た
ち

、
聖せ

い

市し

内な
い

ホ
テ
ル
で
行お

こ
な

わ

れ
た
開か

い

院い
ん

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の

中な
か

で
『
絆き

ず
な　

皇こ
う

室し
つ

と
ブ
ラ
ジ

ル
』（
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

／
二に

の

宮み
や

ソ

ニ
ア
共

き
ょ
う

著ち
ょ

）
を
刊か

ん

行こ
う

し
た
。

全ぜ
ん

１
９
１
頁ペ

ー
ジ

、
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

。

　

昨さ
く

年ね
ん

は
開か

い

院い
ん

７
９
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、
皇こ

う

族ぞ
く

が
詠よ

ま
れ
た
短た

ん

歌か

１
３
０
首し

ゅ

を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
た
詩し

集し
ゅ
うを
刊か

ん

行こ
う

し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
、
１
９
３
４
年ね

ん

に

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

か
ら
御ご

下か

賜し

金き
ん

を

賜た
ま
わ

っ
た
事こ

と

か
ら
始は

じ

ま
る
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

と
皇こ

う

室し
つ

の
繋つ

な

が
り
を
振ふ

り
返か

え

り
、
さ
ら
に
皇こ

う

族ぞ
く

が
ブ

ラ
ジ
ル
に
来ら

い

伯は
く

し
た
軌き

跡せ
き

を

書か

き
下お

ろ
し
て
い
る
。

　
５
８
年ね

ん

、
三み

笠か
さ
の

宮み
や

崇た
か

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

同ど
う

妃ひ

殿で
ん

下か

に
よ
る
初は

じ

め
て
の
皇こ

う

族ぞ
く

ご
来ら

い

伯は
く

か
ら
、

昨さ
く

年ね
ん

３
月が

つ

の
皇こ

う

太た
い

子し

徳な
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

（
現げ

ん

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

）、

７
月が

つ

の
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご

来ら
い

伯は
く

ま
で
、
各か

く

回か
い

の
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

典て
ん

の
概が

い

要よ
う

と
写し

ゃ

真し
ん

、
そ
の
際さ

い

の
ご
挨あ

い

拶さ
つ

の
言こ

と

葉ば

が
、
く
ま

な
く
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

（７） ２０１９年第５２６１号 	 ６月	１２日	（水曜日）

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病び

ょ
う

院い
ん

で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

『
絆き

ず
な 

皇こ
う

室し
つ

と
ブ
ラ
ジ
ル
』
刊か

ん

行こ
う

二
にの

宮
みや

夫
ふ

妻
さい

「妻
つま

とは仲
なか

良
よ

し、会
かい

社
しゃ

ぼろ儲
もう

けですよ」と説
と

く佐
さ

藤
とう

さん

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

昨
さく

年
ねん

の１１０周
しゅう

年
ねん

芸
げい

能
のう

ショーで披
ひ

露
ろう

された「さくら音
おん

頭
ど

」

幸し
あ
わ

せ
に
な
り
成せ

い

功こ
う

す
る
心こ

こ
ろ

構が
ま

え
と
は

加か

可か

能の
う

。
家か

族ぞ
く

が
幸し

あ
わ

せ
に
な

り
、
会か

い

社し
ゃ

の
経け

い

営え
い

が
良よ

く
な

れ
ば
社し

ゃ

員い
ん

も
幸し

あ
わ

せ
に
。
佐さ

藤と
う

福ふ
く

男お

さ
ん
は
、「
大だ

い

成せ
い

功こ
う

し
て

有う

頂ち
ょ
う

天て
ん

に
な
っ
て
い
る
と
失し

っ

敗ぱ
い

が
や
っ
て
く
る
。
大お

お

喜よ
ろ
こ

び

し
す
ぎ
ず
、
悲か

な

し
み
過す

ぎ
な

い
生い

き
方か

た

を
し
た
い
。
人じ

ん

生せ
い

は
良よ

い
こ
と
が
あ
れ
ば
悪わ

る

い
こ

と
も
起お

こ
る
。
一い

っ

喜き

一い
ち
ゆ

憂う

し

ル
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

の
価か

値ち

観か
ん

）」

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う「
白は

く

寿じ
ゅ

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

」、

３
０
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
２
階か

い

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う「
第だ

い

８
９
回か

い

文ぶ
ん

協き
ょ
うド

ミ
ン
ゴ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」、
同ど

う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル

小し
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

　
　
　
　
　

◎

　

県け
ん

連れ
ん

「
第だ

い

２
２
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」、
７
月が

つ

５
～
７
日か

、
サ

ン
パ
ウ
ロ
エ
キ
ス
ポ
（R

o
d

. 

　

あ
と
が
き
で
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

氏し

は
《
私わ

た
し

は
過か

去こ

４
３
年ね

ん

間か
ん

に
訪ほ

う

日に
ち

し
た
す
べ
て
の
ブ
ラ

ジ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
通つ

う

訳や
く

を
拝は

い

命め
い

し
、
同ど

う

期き

間か
ん

に
お
け
る
両

り
ょ
う

国こ
く

の
政せ

い

府ふ

、
民み

ん

間か
ん

の
ト
ッ
プ
の

謦け
い

咳が
い

に
接せ

っ

す
る
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

に
恵め

ぐ

ま

れ
ま
し
た
》
と
皇こ

う

室し
つ

と
の
関か

ん

係け
い

の
発ほ

っ

端た
ん

を
し
た
た
め
、
さ

ら
に
《
私わ

た
し

は
若わ

か

い
後こ

う

輩は
い

の
世せ

代だ
い

に
対た

い

し
て
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

の
絆き

ず
な

と
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

と
皇こ

う

室し
つ

の
関か

ん

係け
い

を
伝つ

た

え
た
い

と
願ね

が

っ
て
、
本ほ

ん

書し
ょ

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

を

企き

画か
く

し
ま
し
た
》
と
綴つ

づ

っ
た
。

　

同ど
う

書し
ょ

は
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

に
は
聖せ

い

市し

の
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

（R
. San

ta 
C

ru
z

, 3
9

8
 - V

ila 
M

arian
a

）
で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

し
て
い
る
。

　

コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ

ル
情

じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ

ー
マ
』
６
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ

た
。

　

美み

代よ

賢け
ん

志じ

氏し

に
よ
る
「
ブ

サンタクルス病
びょう

院
いん

８０周
しゅう

年
ねん

に合
あ

わ
せて刊

かん

行
こう

『絆
きずな

 皇
こう

室
しつ

とブラジル』

□
お
詫わ

び
と

注ち
ゅ
う

意い

喚か
ん

起き

□

特と
く

別べ
つ

に
「
さ
く
ら
音お

ん

頭ど

」
再さ

い

演え
ん

　

目め

を
覆お

お

い
た
く
な
る
ほ
ど

汚お

職し
ょ
く

事じ

件け
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
多お

お

い
の
は
、
倫り

ん

理り

や
道ど

う

徳と
く

が
普ふ

及き
ゅ
う

し
て
い
な
い
か
ら
と
は
、

皆み
な

が
感か

ん

じ
る
と
こ
ろ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
倫り

ん

理り

の
会か

い

の
よ
う

な
学ま

な

び
の
場ば

は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
。
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うで
は
な
い
の
で
、
誰だ

れ

で
も
参さ

ん

し
て
移い

民み
ん

１
１
１
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
１

が
揃そ

ろ

う
ス
タ
ー
ト
の
年と

し

。
気き

持も

ち
を
新あ

ら

た
に
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

を
盛も

り
上あ

げ
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み

を
見み

せ
た
。

　

同ど
う

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

は
「
移い

民み
ん

の

日ひ

」
の
記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

の
締し

め
く

く
り
と
し
て
始は

じ

ま
り
、
今こ

ん

回か
い

で
５
４
回か

い

目め

。
以い

前ぜ
ん

は
地ち

方ほ
う

か
ら
の
団だ

ん

体た
い

も
多た

数す
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

し

て
い
た
。

　

同ど
う

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

の
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うは
無む

料
り
ょ
う

だ
が
、
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

に
保ほ

存ぞ
ん

食
し
ょ
く

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
寄き

付ふ

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
０
８
・
１ 

７
５
５
）
ま
で
。

dos Im
igrantes, km

 
1

,5

）、
５
日か

は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
、
６
、７
日か

は
午ご

前ぜ
ん

９

時じ

か
ら
開か

い

場
じ
ょ
う

　
　
　
　
　

◎

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う「
第だ

い

２
３
回か

い

文ぶ
ん

協
き
ょ
う

桜ざ
く
ら

ま
つ
り
」、
７
月が

つ

６
、７
、

１
３
、１
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、

サ
ン
ロ
ッ
ケ
市し

国こ
く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（R

odo-
via B

u
n

jiro N
akao, 

k
m

 4
8

, E
sta

d
o d

o 
C

a
rm

o
, 8

0
1

, C
a

r -
m

o

）

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

レ
ポ
ー
ト
」
で

は
、
大だ

い

学が
く

予よ

算さ
ん

の
削さ

く

減げ
ん

に
関か

ん

し
て
、
教

き
ょ
う

育い
く

と
家か

庭て
い

内な
い

の
財ざ

い

政せ
い

に
つ
い
て
解か

い

説せ
つ

。
お
お
う

ら
と
も
こ
氏し
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O inglês Lewis Hamilton 
venceu o Grande Prêmio 
do Canadá de F-1, após o 
alemão Sebastian Vettel 
ter recebido uma punição 
de cinco segundos devido 
a uma manobra na 
48ª volta, considerada 
perigosa pela direção de 
prova.
Ao final da prova, Vettel 
não escondeu sua 
indignação com a punição 
e teve de ser chamado na 
área de hospitalidade da 
Ferrari pelos comissários 
da FIA para ir para o 
pódio como segundo 
colocado da corrida, o 
que é obrigatório para os 
três primeiros colocados.
No pódio, o público vaiou 
Hamilton que declarou 
não entender as vaias, 
já que não foi ele quem 
deu a punição a Vettel. 
O alemão da Ferrari 
comentou que Hamilton 
não tinha culpa pela 
decisão dos comissários.
Na largada, Vettel largou 
na pole e manteve a 
primeira posição seguido 

Veículo mais vendido da 
Honda no Brasil, o HR-V 
está disponível a partir 
de agora na versão topo 
de linha Touring, ao 
preço de R$ 139.900,00. 
O grande atrativo é o 
motor turbo, 4 cilindros, 
1.5, que utiliza somente 
gasolina (não é flex) 
utilizado também no 
Civic Touring e CR-V.
Por fora, chamam 
atenção a grade frontal 
mais larga, faróis com 
luz diurna, lanternas 
traseiras em LED, duplo 
escapamento e o logo 
turbo na tampa traseira.
A Honda disponibilizou 
o modelo para avaliação 
em um percurso de 220 

　ブラジル・トヨタは、
エチオス車とヤリス車を
生産するサンパウロ州ソ
ロ カ バ 工 場 の 従 業 員 達
340人を解雇するとの情
報を確認した。組合と従
業 員 達 に 説 明 し た 理 由
に、ブラジル・トヨタと
主要な経済パートナーで
あるアルゼンチンへの輸
出低減を挙げている。
　出来るだけ円滑に解雇
するため、同社は希望退
職プログラムを実施する
と語っている。もし、こ
のプログラムでも人数に

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP
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Com Vettel punido Hamilton 
vence o Grande Prêmio do 

Canadá de F-1

RESULTADO DO GP DO CANADÁ DE F-1

por Hamilton, Leclerc, 
Ricciardo, Gasly e 
Hulkenberg.
Na segunda volta, Vettel 
vinha em ritmo forte e 
abria 1,7 segundos de 
Hamilton, que por sua 
vez abria 2 segundos de 
Charles Leclerc da Ferrari.
O primeiro piloto a trocar 
os pneus foi o espanhol 
Carlos Sainz da McLaren 
na quarta volta.
Na sétima volta, Max 
Verstappen da Red Bull 
Honda ultrapassou a 
McLaren Renault de 
Lando Norris na reta, 
conquistando a oitava 
posição. Na nona volta, o 
inglês da McLaren teve 
um problema na roda 
traseira direita forçando 
o piloto a abandonar a 
prova.
Já o líder da prova, 
Sebastian Vettel parou 
na vigésima sétima volta 
para trocar os pneus da 
Ferrari.
Pelo rádio, a Mercedes 
pedia a Hamilton para 
aguentar o máximo 

ainda mais silencioso e o 
consumo de combustível 
durante o período de 
avaliação foi de 13,0 km/l 
na estrada e 11 km/l na 
cidade. O torque é de 
22.4 kgfm entre 1.700 
rpm a 5.500 rpm.
O câmbio é do tipo CVT, 
também utilizado no 
Civic e no CR-V, ajustado 
para as características do 
HR-V.
O HR-V Touring vem 
equipado com o sistema 
Smart Entry que permite 
a abertura do modelo 
sem o uso da chave, por 
aproximação, enquanto 
o botão de partida 
torna mais cômoda a 
operação do veículo. 
Equipado com sensores 

満たなかった場合には、
期間工員達を解雇する予
定だという。
　また同社は、ソロカバ
工場と、ブラジル国内の
他の3工場で就労する従
業員達への給付金もカッ
ト す る 事 を 提 案 し て い
る。
　トヨタは、４工場の中
の３工場(ソロカバ市、イ
ンダイアツーバ市、そし
てポルト・フェリース市
ーエンジン)において稼働
能力100%で操業してお
り、ブラジルでこの操業

possível com os pneus que 
o inglês havia largado, 
mas na volta seguinte, 
Hamilton informou que 
os compostos estavam 
desgastados e foi para os 
boxes para a troca dos 
pneus.
Na vigésima nona volta, 
Leclerc liderava seguido 
por Vettel, Hamilton, 
Bottas, Verstappen, 
Ricciardo e Hulkenberg.
Na 58ª volta, a direção 
de prova puniu Vettel 
devido a uma manobra 
perigosa do alemão que 
entrou muito forte na 
curva, derrapou e voltou 
para a pista espremendo 
Hamilton no muro de 
proteção.
Faltando cinco voltas 
para o final, Lewis 
Hamilton apertou o ritmo 
e foi para cima da Ferrari 
de Sebastian Vettel para 
vencer a prova na pista e 
não depender dos cinco 
segundos de punição 
do alemão para vencer 
a prova, mas o alemão 
resistiu à pressão e 
terminou na frente de 
Hamilton.
A melhor volta da prova 
foi do finlandês Valtteri 
Bottas da Mercedes que 
terminou em quarto, 
com Max Verstappen em 
quinta após uma corrida 
de recuperação por 
ter largado na décima 
primeira posição.
O holandês Max 
Verstappen da Red Bull foi 
o piloto melhor colocado 
com motor Honda. 
Verstappen largou em 

de estacionamento 
dianteiros e traseiros, 
câmera de ré (com 3 
modos de visualização) 
e o sistema Honda 
LaneWatch, o HR-V 
Touring proporciona 
excelente visibilidade nas 
manobras.
Devido a maior potência 
do motor o modelo 
recebeu uma nova 
calibragem para o 
conjunto de suspensão, 
com novas molas e 
amortecedores, barra 
estabilizadora dianteira 
de maior diâmetro e a 
tecnologia Agile Handling 
Assist (AHA), que 
aprimora a estabilidade 
dinâmica do SUV em 
curvas.

率を維持する自動社メー
カー２社の１つである事
を自負してきた。稼働能
力100%で操業している
別のメーカーは、サンパ
ウロ州スマレー市に工場
を所有しているホンダだ
という。
　トヨタのソロカバ工場
は、2800人の従業員達を
雇用している。2018年
11月には第３シフト体制
を導入しており、年間の
車両生産台数は10万8千
台から16万台にアップし
ていた。

2020 年新型ホンダ
HR-V ターボ車に試乗

Andamos no Honda HR-V 
Touring modelo 2020

Toyota do Brasil demite 340 funcionários 
em Sorocaba - SP

アルゼンチンの経済危機が解雇理由に

ブラジル・トヨタが
ソロカバ工場の従業員 340 人を解雇

Sebastian Vettel da Ferrari fez a pole position e manteve a ponta durante toda a corrida, 
mas uma punição de 5 segundos fez com que o tetracampeão terminasse em segundo lugar.
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Com a vitória no Canadá o inglês Lewis Hamilton da Mercedes 
caminha para a conquista do hexacampeonato mundial da F-1.

décimo primeiro 
e terminou na 
quinta posição. 
Seu companheiro 
de equipe o 
francês Pierre 
Gasly terminou 
em oitavo.

P R Ó X I M A 
PROVA: GRANDE 
PRÊMIO DA 
FRANÇA: 23 de 
junho
GRANDE PRÊMIO 
BRASIL DE F-1: 
17 de novembro 

Teto solar panorâmico, motor 1.5 turbo e elevado valor de 
revenda, estão entre os principais atrativos do modelo.
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Honda HR-V Touring modelo 2020 já está nas concessionárias.
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km utilizando 
a rodovia dos 
Bandeirantes 
e a rodovia 
Castelo Branco, 
em São Paulo.
Na estrada, 
dá para sentir 
bem a força 
do motor que 
leva o SUV de 
0 a 100 km/h 
em apenas 8,4 
segundos, cerca 
de 3 segundos 
mais rápido do 
que o modelo 
EXL, sem turbo.  
Além de muito 
rápido o 
modelo ficou 
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Inglês pentacampeão conquistou sua 78ª vitória na 
categoria e agora está a apenas 13 vitórias do recorde de 

Michael Schumacher

Motor 1.5 turbo com 173 cv de potência e teto solar 
panorâmico estão entre os principais destaques do SUV
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